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 ログイン後、トップ画面の債権発生請求タブをクリックしてください。 

1． 債権発生請求メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 概要 

 債権者として電子記録債権の発生を請求します。ただし、承諾依頼通知日から振出日（電子記録

年月日）の5銀行営業日後（振出日（電子記録年月日）当日含む）までの間に相手方からの承諾回

答が必要です。 

否認された場合または、上記期間内に相手方からの回答がない場合は無効となります。 

なお、債権者側、債務者側の双方が債権者請求を利用可能である必要があります。 

 担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。承認者が仮登録を承認することで相手方に債

権発生の承諾を依頼します。 

 振出日（電子記録年月日）には当日または未来日付を入力することができます。 

なお、未来日付を入力した場合は予約請求となります。 

 事前準備 

 取引先の情報を事前に準備してください。 

債債権権発発生生請請求求（（債債権権者者請請求求））  

 

債権者請求ボタンをクリックしてくださ

い。 

ご注意事項 
「債権発生請求（債権者請求）」をご利用される場合は、でんさいサービスのお申込み時に、「発生記録（債権
者請求方式）」について、「利用する」を選択していただく必要があります。 
「発生記録（債務者請求方式）」の利用有無について変更される場合は、お取引店にお申し出ください。 
（書面によるお届け出が必要です。） 
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発生記録（債権者請求）メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発生記録の登録を選択します。 

 

登録ボタンをクリックしてください。 

ご注意事項 

・ 債権発生請求メニュー画面から、複数債権の仮登録情報を入力し、一度に大量の発生記録請求を行う
場合は、企業情報変更画面で「複数発生記録請求（画面入力）機能の利用」を「利用する」に設定してく
ださい。 
P294『企業情報変更の手順』 

・ 企業情報変更画面で「複数発生記録請求（画面入力）機能の利用」を「利用する」に設定している場合、
発生記録（債権者請求）メニュー画面は、次のとおり表示されますので、発生記録の登録を選択し、以降
は、P103『複数発生記録請求（画面入力）』の手順に準じて登録を行ってください。 

発生記録の登録を選択します。 

 

登録ボタンをクリックしてくだ

さい。 
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1． 発生記録（債権者）請求仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

③ 
④ 

② 

⑤ 

⑦ 
⑧ 

⑨ 
⑩ 
⑪ 
⑫ 
⑬ 

⑥ 

⑭ 

発生記録の仮登録情報

を入力します。 

必要に応じて、 

④請求者Ref.No.  

を入力してください。 

⑮ 

 

【取引先を登録していない

場合】 

直接入力チェックボック

スにチェックを入れ、債務

者情報（請求先情報）の 

⑩金融機関コード 

⑪支店コード 

⑫口座種別 

⑬口座番号 

⑭取引先登録名 

を入力してください。 

 

※⑨利用者番号は、「仮

登録の確認へ」ボタン押

下時に、でんさいネットか

ら取得しますので、入力

は不要です。（発生記録

（債権者）請求仮登録確

認画面に表示されます。） 

 

入力の完了後、 

仮登録の確認へボタン

をクリックしてください。 

 

【取引先を登録している場

合】 

取引先選択ボタンをクリ

ックし、 

債務者に指定する取引先

を選択すると、⑤※１、⑨～

⑭が表示されます。 

P22『取引先選択』 

入力項目の詳細は、次ペ

ージに記載しています。 

取引先登録 

取引先を事前に登録し

ておくことで入力を省略

できます。取引先の登

録方法は P60『取引

先管理』 

 

決済口座選択ボタンをク

リックし、 

取引に利用する決済口座

を選択すると①～③が表

示されます。 

P19『決済口座選択』 

 

発生記録情報の 

⑤債権金額（円）※１ 

⑥支払期日 

⑦振出日（電子記録年月

日） 

⑧譲渡制限有無 

を入力してください。 

⑯ 

 

【企業情報変更画面の

「承認管理機能の利用」

で「利用する」、「承認機

能区分（発生）」で「承認

者指定あり」を選択してい

る場合】 

承認者選択ボタンをクリ

ックし、承認者に指定する

ユーザを選択すると、⑮

承認者が表示されます。 

P33『承認者選択』 

承認者へ連絡事項等が

ある場合は、 

⑯コメントを入力してくださ

い。 

ご注意事項 
※１： 取引先登録画面で登録債権金額を設定している取引先を債務者に指定する場合は、登録債権金額を「債権

金額(円)」欄に表示することができます。P60『取引先管理』 

※２： 承認者情報の表示内容は、企業情報変更画面の「承認管理機能」「承認機能区分（業務単位）」の設定によ

り異なります。（表示されない場合もあります。）P33『承認者選択』 

 

※２ 
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●入力項目一覧表 

 決済口座情報（請求者情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

① 支店コード 半角数字（3） 必須 入力例＝「012」 

② 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

③ 口座番号 半角数字（7） 必須 入力例＝「0123456」 

④ 請求者 Ref.No. 半角英数字（40） 任意 

お客様とお取引先とで請求を管理するためのフリー入

力欄。注文書番号や請求書番号の入力が可能。 

英字については大文字のみ入力可能。 

記号については . ( ) - のみ入力可能。 

 発生記録情報 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑤ 債権金額（円） 半角数字（10） 必須 
1 円以上、99 億 9999 万 9999 円以下で指定が可能。 

入力例＝「1234567890」 

⑥ 支払期日 （YYYY/MM/DD） 必須 

振出日（電子記録年月日）を含む7銀行営業日目の翌

日から10年後の応当日まで指定が可能。支払期日が

非銀行営業日の場合は翌営業日が支払期日となる。 

入力例＝「2016/05/06」 

⑦ 
振出日（電子 

記録年月日） 
（YYYY/MM/DD） 必須 

当日から 1 ヶ月後の応当日まで指定が可能。 

入力例＝「2016/05/06」 

⑧ 譲渡制限有無 － 必須 

ラジオボタンにて選択する。 

「譲渡制限有無」が「有」の場合、債権の譲渡先を金融

機関に限定する。 

⑨ 利用者番号 半角英数字（9） 不要 
「仮登録の確認へ」ボタン押下時に、でんさいネットか

ら取得するので、入力不要。 

⑩ 金融機関コード 半角数字（4） 必須 入力例＝「9876」 

⑪ 支店コード 半角数字（3） 必須 入力例＝「987」 

⑫ 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

⑬ 口座番号 半角数字（7） 必須 入力例＝「9876543」 

⑭ 取引先登録名 全角文字（60） 任意 入力例＝「株式会社 電子記録債権」 

 承認者情報※１ 

No 項目名※2 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑮ 

・承認者 

・承認者、承認者 

・一時承認者、 

最終承認者 

－ 必須 承認者選択画面で承認者となるユーザを選択する。 

※１： 企業情報変更画面の「承認管理機能の利用」で「利用する」、「承認機能区分（発生）」で「承認者指定あり」を選択し

ている場合に表示されます。 

※２： 「承認機能区分」の設定により異なります。 

 申請情報 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑯ コメント 全半角文字（250） 任意 

承認者への連絡事項等を入力するためのフリー入力

欄。 

入力例＝「承認をお願いします。」 
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2． 発生記録（債権者）請求仮登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3． 発生記録（債権者）請求仮登録完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 仮登録の完了となります。 

※請求は仮登録後、承認者が承認し、相手方が承諾することで 

成立します。 

 仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。 

 承認者の手順については、P171『承認／差戻しの手順』 

  

 

 

内容を確認し、仮登録を実行します。 

 

入力内容に問題がなければ、 

チェックボックスにチェックを入れてくだ
さい。 

チェックを入れていない場合、仮登録の

実行はできません。 

 

 

仮登録の実行ボタンをクリックしてくだ

さい。 

仮登録を実行したことで、請求番号が
決定します。請求番号は、この請求を
特定するための番号となりますのでご

留意ください。 

 

印刷ボタンをクリックし、帳票を印刷し

てください。 

印刷した帳票を承認者へ提出し、仮登

録内容の承認を依頼してください。 

P28『印刷機能』 
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 概要 

 一括して（まとめて）記録請求を行うことができます。一括記録請求が可能な記録請求は、発生記録

（債務者請求）、発生記録（債権者請求）、譲渡記録（分割記録含む）です。 

 担当者は一括記録請求を行う共通フォーマット形式※1 の固定長ファイルをアップロードし、仮登録を

行います。P216『一括記録ファイルのアップロード手順』 

承認者が仮登録を承認することで、一括記録請求が完了します。 

 登録したファイルの請求結果を照会することができます。 

エラーとなった場合、エラー明細を除外し、正常明細のみで再請求することができます。 

P222『一括記録請求結果の照会手順』 

 一括記録請求の一回の上限数は、1,000 件です。 

 でんさいネットに正常に受付けられ、かつ予約中の一括記録請求に対して、一括して（サブファイル

単位で）予約取消請求を行うことができます。 

 担当者は取消を行いたい一括記録請求を、一括記録請求結果からサブファイル単位で選択し、仮登

録を行います。 

 一括記録請求の各取引（予約取消も含む）は、承認完了時点では、記録請求の成立は確定していま

せん。承認完了後、一括記録結果一覧画面、または通知情報一覧画面にて結果を確認してくださ

い。P222『一括記録請求結果の照会手順』、P35『通知情報管理』 

 担当者は実際の一括記録請求とは別に、導入テストの位置づけとして、ファイルの正当性チェックを

実施できます。P231『一括記録請求の導入テスト手順』 

 事前準備 

 一括記録請求を行う共通フォーマット形式※1の固定長ファイルを事前に作成してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ログイン後、トップ画面の債権一括請求タブをクリックしてください。 

1． 一括記録メニュー画面 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一括記録ファイルのアップロード手順 

※1 

共通フォーマット形式（全銀協の標準化

ＷＧ規定） 

レコード長：250 バイト 

項目：取引相手利用者番号、記録番号

等 

複数種類の請求を同一ファイルに収容

可（発生、譲渡、分割の混在可能） 

付録 P42『一括記録請求ファイル（共

通フォーマット形式）』 

債権発生記録請求（一括） 

ヒント 

一括記録請求明細詳細画面に取引先名（法人名/個人事業主名）を表示する場合は、 

事前に取引先登録をしておく必要があります。 

 

登録ボタンをクリックしてください。 
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2－1． 一括記録請求仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

2－2． 一括記録請求仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

一括記録請求を行う共通フォーマット

形式の固定長ファイルをアップロードし

ます。 

画面がポップ

アップします。 

① 

選択したファイルのパスを反映されたこ

とを確認してください。 

承認者へ連絡事項等がある場合は、 

①コメント（任意）（全半角 250 文字以
内）を入力してください。 

 

入力の完了後、 

仮登録の確認へボタンをクリックしてく

ださい。 

確認ダイアログが表示されますので、実

行する場合は、OK ボタンをクリックして

ください。仮登録依頼を実行しない場合

は、キャンセルボタンをクリックしてくだ

さい。 

 

 

ご注意事項 
※１： 承認者情報の表示内容は、企業情報変更画面の「承認管理機能」「承認機能区分（業務単位）」の設定により

異なります。（表示されない場合もあります。）P33『承認者選択』 

 

※１ 

請求ファイルにエラー

がある場合 

P218 2-3 画面 

 

請求ファイルにエラー

がない場合 

P219 3 画面 

 

 

【企業情報変更画面の「承認管理機能

の利用」で「利用する」、「承認機能区分

（一括）」で「承認者指定あり」を選択して

いる場合】 

承認者選択ボタンをクリックし、承認者

を選択してください。 

P33『承認者選択』 ① 

 

アップロードするファイルを選択するた

めに、参照ボタンをクリックしてくださ

い。 

アップロードするファイルの選択をポップ

アップ表示します。 

 

①取引先名の表示（任意）※１ 
一括記録請求の明細に取引先の名前を

表示する場合は、チェックボックスにチ
ェックを入れてください。 

 

 

アップロードするファイルを選択し、開く
ボタンをクリックしてください。 
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2－3． 一括記録請求仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１） 

請求ファイルのエラー内容を確認しま

す。 

（２） 

ご注意事項 
「仮登録の確認へ」ボタン押下時のチェックにおいて、請求ファイルにエラーがあった場合は、次画面に遷移せず、

本画面が表示されます。（請求ファイルの修正が必要となり、処理を続行できないので、「仮登録の確認へ」ボタンは

押下できなくなります。） 

なお、一括請求ファイル情報について、ファイル全体がエラーとなった場合は（１）、ファイル全体のエラーではない

が、サブファイルエラーに１件以上のエラーがあった場合は（２）が表示されます。 

 

【ファイル全体のエラーではないが、サ

ブファイルに１件以上のエラーがあった

場合】 

帳票作成ボタンをクリック、帳票を印刷

して、エラー内容を確認してください。 

 

【ファイル全体がエラーとなった場合】 

エラー帳票作成ボタンをクリック、帳票

を印刷して、エラー内容を確認してくださ

い。 
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3． 一括記録請求仮登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

入力内容に問題がなければ、 

チェックボックスにチェックを入れてくださ
い。 

チェックを入れていない場合、仮登録の実

行はできません。 

内容を確認し、仮登録を実行します。 

 

照会したいサブファイルの詳細ボタンをク

リックすると、対象の一括記録請求明細詳

細を別ウィンドウで表示します。 

一括記録請求明細詳細については「3-1．

一括記録請求明細詳細画面」を参照くだ

さい。 

 

仮登録の実行ボタンをクリックしてくださ

い。 

ヒント 

「2－1．一括記録請求仮登録画面」にて

「取引先の法人名／個人事業者名を表

示する」を選択した際に、名称を取得でき

なかった取引先の件数と、対象のヘッダ順

を表示します。 

詳細 

ボタン押下時 

P220 3-1 画面 

仮登録の実行 

ボタン押下時 

P221 4 画面 

 

内容を確認の上、チェックボックスにチェ
ックを入れてください。チェックを入れてい

ない場合、仮登録の実行ができません。 
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3－1．一括記録請求明細詳細画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

※１ 

※１ 

一括記録請求による取引において、

遷移元画面で選択したサブファイルに

含まれる請求明細を、一覧表示する

画面です。 

※１ 

※１ 

取引先名の表示※１ 

取引先情報として登録されている名称

を、法人名／個人事業者名として表示

します。 

名称が取得できなかった明細には、

「－」を表示しますので、取引先情報と

して登録することを推奨します。 

また、承認の実行後には、取引先情報

が申請時と異なっていないか、ご確認

ください。 

※２ 

※２ 

お取引先名差分の明示 

  （一括記録請求結果通知受領後 

   の場合）※２ 

・お取引先の法人名／個人事業者名

について、請求申請時の名称とでん

さいネットに登録されている名称とが

異なる場合、画面上部に注意喚起メ

ッセージを表示します。また、対象明

細の法人名／個人事業者名に「＊」

を表示します。 

・お取引先名が最新のものではない可

能性がありますので、必要に応じて、

お取引先の法人名／個人事業者名

を修正してください。 
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4. 一括記録請求仮登録完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印刷ボタンをクリックし、帳票を印刷し

てください。 

印刷した帳票を承認者へ提出し、仮登

録内容の承認を依頼してください。 

P28『印刷機能』 

仮登録を実行したことで、請求番号
が決定します。請求番号は、この請
求を特定するための番号となります

のでご留意ください。 

 一括記録請求の仮登録が完了しました。 

※請求の成立は承認者の承認が完了した時点となります。承諾対象業務に

ついては、承認者が承認し、相手方が承諾することで成立します。 

※請求完了後、でんさいネットにおける請求内容のチェックの結果、エラーとな

る場合があります。必ず一括記録結果一覧画面、または、通知情報一覧画

面から請求結果を確認してください。 

一括記録結果一覧画面からの結果確認の手順については、 

P222『一括記録請求結果の照会手順』 

 仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。 

 承認者の手順については、P171『承認／差戻しの手順』 
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 ログイン後、トップ画面の債権一括請求タブをクリックしてください。 

1． 一括記録メニュー画面 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

一括記録請求結果の照会手順 

 

結果一覧・予約取消ボタンをクリックし

てください。 
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2． 一括記録結果一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 
③ 

 

 

ご注意事項 
※1 ：一括記録請求が正常の場合に表示されます。 
※2 ：一括記録請求がエラーの場合に表示されます。 

入力項目の詳細は、次ペ

ージに記載しています。 

① 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
⑧ 
⑨ 
⑩ 

検索条件の下記項目を入

力し、検索します。（複数

入力可） 

①支店コード 

②口座種別 

③口座番号 

④請求番号 

⑤請求日 

⑥担当者名 

⑦承認者名 

⑧請求結果 

⑨ダウンロード 

 

検索ボタンをクリックす

ると、検索結果を一覧

表示します。 

 

照会したい一括記録請

求の 

詳細ボタンをクリックす

ると、対象の一括記録

請求情報を別ウィンド

ウで表示します。 

 

決済口座で検索する場

合、 

決済口座選択ボタンを

クリックし、口座を選択

すると、①～③が表示

されます。 

 

 

保存する場合は保存ボタ

ンをクリックして所定の場

所に保存してください。 

 

ファイルを直接開きたい

場合は開くボタンをクリッ

クしてください。 

 

請求結果ファイル（共

通フォーマット形式）を

ダウンロードすることが

できます。 

結果ファイルダウンロ

ードボタンをクリックし

てください。クリックする

と、ファイルのダウンロ

ードをポップアップ表示

します。※1 

ファイルフォーマットの

詳細については、 

付録 P44『一括記録

請求結果ファイル（共

通フォーマット形式）』 

 

請求ファイル（共通フォー

マット形式）をダウンロー

ドすることができます。 

請求ファイルダウンロー

ドボタンをクリックしてくだ

さい。クリックすると、ファ

イルのダウンロードをポッ

プアップ表示します。※2 

 

エラーファイル（共通フォ

ーマット形式）をダウンロ

ードすることができます。 

エラーファイルダウンロ

ードボタンをクリックしてく

ださい。クリックすると、フ

ァイルのダウンロードをポ

ップアップ表示します。※2  

ファイルフォーマットの詳

細については、 

付録 P44『一括記録請

求結果ファイル（共通フォ

ーマット形式）』 

通知情報一覧からの請求結果の確認 

通知情報一覧からも、一括記録請求の結果を確認することができます。 

 

【正常分のみ再請求す

る場合】 

登録ボタンをクリックし

て、P218 2-3 へ進んで

ください。 

 

⑩区分 

区分のチェックボック

スにチェックを入れてく

ださい。 
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●入力項目一覧表 

 検索条件 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

① 支店コード 半角数字（3） 任意 入力例＝「123」 

② 口座種別 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

③ 口座番号 半角数字（7） 任意 入力例＝「1234567」 

④ 請求番号 半角英数字（20） 任意 
入力例＝「DEF98765432109876543」 

英字については大文字のみ入力可能。 

⑤ 請求日 （YYYY/MM/DD） 任意 本日以前を指定 

⑥ 担当者名 全角文字(96) 任意 入力例＝でんさい花子 

⑦ 承認者名 全角文字(96) 任意 入力例＝でんさい太郎 

⑧ 請求結果 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

⑨ ダウンロード － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

⑩ 区分 － 任意 チェックボックスにて選択する。 

 

 

 

 

 再請求 

エラーとなった一括記録について、正常明細のみ再請求することができます。 
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ログイン後、トップ画面の債権一括請求タブをクリックしてください。 

1． 一括記録メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一括記録予約請求の取消手順 

 

結果一覧・予約取消ボタンをクリッ

クしてください。 
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2． 一括記録結果一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力項目の詳細は、次ペ

ージに記載しています。 

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 

⑥ 
⑦ 
⑧ 
⑨ 
⑩ 

検索条件の下記項目を入

力し、検索します。（複数

入力可） 

①支店コード 

②口座種別 

③口座番号 

④請求番号 

⑤請求日 

⑥担当者名 

⑦承認者名 

⑧請求結果 

⑨ダウンロード 

 

⑩区分 

区分のチェックボック

スにチェックを入れてく

ださい。 

 

検索ボタンをクリックす

ると、検索結果を一覧

表示します。 

 

決済口座で検索する場

合、 

決済口座選択ボタンを

クリックし、口座を選択

すると、①～③が表示

されます。 

 

 

 

 

取消ボタンをクリックし

てください。 

 

【正常分のみ再請求す

る場合】 

登録ボタンをクリックし

て、P218 2-3 へ進んで

ください。 

 

照会したい一括記録請

求の 

詳細ボタンをクリックす

ると、対象の一括記録

請求情報を別ウィンド

ウで表示します。 
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●入力項目一覧表 

 検索条件 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

① 支店コード 半角数字（3） 任意 入力例＝「123」 

② 口座種別 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

③ 口座番号 半角数字（7） 任意 入力例＝「1234567」 

④ 請求番号 半角英数字（20） 任意 
入力例＝「DEF98765432109876543」 

英字については大文字のみ入力可能。 

⑤ 請求日 （YYYY/MM/DD） 任意 本日以前を指定 

⑥ 担当者名 全角文字(96) 任意 入力例＝でんさい花子 

⑦ 承認者名 全角文字(96) 任意 入力例＝でんさい太郎 

⑧ 請求結果 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

⑨ ダウンロード － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

⑩ 区分 － 任意 チェックボックスにて選択する。 
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3． 一括記録予約取消請求仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

照会したいサブファイ

ルの詳細ボタンをク

リックすると、対象の

一括記録請求明細詳

細を別ウィンドウで表

示します。 

 

予約取消をする場合

は、取消を行うサブフ

ァイルのチェックボッ

クスにチェックを入れ

てください。 

 

全選択ボタンをクリッ

クすると、取消可能な

サブファイルのチェッ

クボックス全てにチェ

ックが入ります。 

 

仮登録の確認へボタ

ンをクリックしてくださ

い。 

 

【企業情報変更画面

の「承認管理機能の

利用」で「利用する」、

「承認機能区分（一

括）」で「承認者指定

あり」を選択している

場合】 

承認者選択ボタンを

クリックし、承認者を

指定してください。 

P33『承認者選択』 

 

ご注意事項 
※１： 承認者情報の表示内容は、企業情報変更画面の「承認管理機能」「承認機能区分（業務単位）」の設定により

異なります。（表示されない場合もあります。）P33『承認者選択』 

 

※１ 
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4． 一括記録予約取消請求仮登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

照会したいサブファイ

ルの詳細ボタンをクリ

ックすると、対象の一

括記録請求明細詳細

を別ウィンドウで表示し

ます。 

 

一括記録予約の取消

内容を確認のうえ、チ

ェックボックスにチェッ

クを入れてください。 

 

仮登録依頼の実行ボ

タンをクリックしてくださ

い。 
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5． 一括記録予約取消請求仮登録依頼完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一括記録予約取消請求の仮登録が完了しました。 

※請求の成立は承認者の承認が完了した時点となります。 

※請求完了後、でんさいネットにおける請求内容のチェックの結果、

エラーとなる場合があります。必ず一括記録結果一覧画面、また

は、通知情報一覧画面から請求結果を確認してください。 

一括記録結果一覧画面からの結果確認の手順については、 

P222『一括記録請求結果の照会手順』 

 仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。 

 承認者の手順については、P171『承認／差戻しの手順』 

※一括記録予約取消請求における、承認者の動作は承認／削除 

となります。 
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ログイン後、トップ画面の債権一括請求タブをクリックしてください。 

1． 一括記録メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2－1．一括記録請求（導入テスト）画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一括記録請求の導入テスト手順 

 

テストボタンをクリックしてください。 

画面がポップ

アップします。 

 

アップロードするファイルを選択し、開く

ボタンをクリックしてください。 

一括記録請求の導入テストを行う共通

フォーマット形式※1 固定長ファイルをア

ップロードします。 

※1 

共通フォーマット形式（全銀協の標準化

ＷＧ規定） 

レコード長：250 バイト 

項目：取引相手利用者番号、記録番号 

等 

複数種類の請求を同一ファイルに収容

可（発生、譲渡、分割の混在可能） 

付録 P42『一括記録請求ファイル（共

通フォーマット形式）』 

① 

 

アップロードするファイルを選択するた

めに、参照ボタンをクリックしてくださ

い。 

アップロードするファイルの選択をポップ

アップ表示します。 

 

①取引先名の表示（任意）※２ 
一括記録請求の明細に取引先の名前

を表示する場合は、チェックボックスに
チェックを入れてください。 
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2－2．一括記録請求（導入テスト）画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択したファイルのパスが反映されたこ

とを確認してください。 

 
テストを実行しない場合は、 

キャンセルボタンをクリックしてくださ

い。 

 

入力の完了後、テストの実行ボタンをク

リックしてください。 

確認ダイアログが表示されますので、実

行する場合は、OK ボタンをクリックして

ください。 
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3． 一括記録請求（導入テスト）完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

実際の一括記録請求と導入テストのチェックにおける差異  

項番 状態 一括記録請求とのチェックの差異 

１ 

でんさいネットの時間外エラーで不成立となる

時間帯に、当日請求を実施している場合。 

一括記録請求では、でんさいネットにてエラーとならないよ

う事前に取引時限チェックを実施していますが、導入テス

トではでんさいネットへ請求を行わないため、当該チェック

を実施しません。 

２ 
一回の記録請求で、承認者が取り扱い可能な

上限金額を制限している場合。 

一括記録請求では、承認者の取引限度額を超過した請求

は取引できませんが、導入テストでは取引が可能です。 

３ 
一括記録請求の承認操作において、承認者

の指定を必要とする設定をしている場合。 

承認者の指定は不要です。 

 一括記録請求の導入テストが完了しました。 

※一括記録請求の導入テストでは、仮登録は実施されませ

んので、承認者による承認／差戻しは不要です。 

必要に応じて一括記録請求を実施してください。 

P216『一括記録ファイルのアップロード手順』 

 
照会したいサブファイ

ルの詳細ボタンをクリ

ックすると、対象の一

括記録請求明細詳細

を別ウィンドウで表示

します。 

 
印刷ボタンをクリック

し、帳票を印刷してく

ださい。 

ヒント ※１ 

P231「2－1．一括記

録請求（導入テスト）

画面」にて「取引先

の法人名／個人事業

者名を表示する」を

選択した際に、名称を

取得できなかった取

引先の件数と、対象

のヘッダ順を表示しま

す。 

※１ 

取引先情報として登

録されている名称を、

法人名／個人事業者

名として表示します。 

名称が取得できなか

った明細には、「－」を

表示しますので、取引

先情報として登録す

ることを推奨します。 

※１ 
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 ログイン後、トップ画面のその他請求タブをクリックしてください。 

1． その他請求メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 保証記録メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 概要 

 保有している電子記録債権に保証人を追加することができます。 

ただし、承諾依頼通知日から記録予定日の5銀行営業日後（記録予定日当日含む）までの間に相

手方からの承諾回答が必要です。 

否認された場合または、上記期間内に相手方からの回答がない場合は無効となります。 

 担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。承認者が仮登録を承認することで相手方に 

対象の電子記録債権の保証の承諾を依頼します。 

 事前準備 

 保証を依頼する相手方の情報を事前に準備してください。 

 保証人を追加する債権の債権情報を事前に準備してください。 

保保証証記記録録  

 

保証記録ボタンをクリックしてください。 

 

登録ボタンをクリックしてください。 
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3． 保証記録請求対象債権検索画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 
⑩ 
⑪ 
⑫ 

保証記録請求する債権

を特定し、選択します。 

【記録番号で検索する場

合】 

④検索方法選択の「記録

番号による検索」を選択し

てください。 

⑤記録番号を入力してく

ださい。 

 

【記録番号以外で検索す

る場合】 

④検索方法選択の「詳細

条件による検索」を選択し

てください。 

検索条件の下記項目を入

力し、検索します。（複数

入力可） 

⑥債権金額（円） 

⑦支払期日 

⑧信託記録有無 

⑨金融機関コード 

⑩支店コード 

⑪口座種別 

⑫口座番号 

 

【取引先を登録している場

合】 

取引先選択ボタンをクリ

ックし、債務者に指定する

取引先を選択すると、⑨

～⑫が表示されます。

P22『取引先選択』 

 

 

検索ボタンをクリックする

と、検索結果を一覧表示

します。 

 

詳細ボタンをクリックする

と、対象債権の詳細情報

を別ウィンドウで表示しま

す。 

入力項目の詳細は、次ペ

ージに記載しています。 

取引先登録 

取引先を事前に登録し

ておくことで入力を省略

できます。取引先の登

録方法は P60『取引

先管理』 

 

請求対象の債権を確認

後、選択ボタンをクリック

してください。 

 

 

決済口座選択ボタンをク

リックし、 

取引に利用する決済口座

を選択すると①～③が表

示されます。 

P19『決済口座選択』 
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●入力項目一覧表 

 決済口座情報（請求者情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

① 支店コード 半角数字（3） 必須 入力例＝「012」 

② 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

③ 口座番号 半角数字（7） 必須 入力例＝「0123456」 

 

 検索条件 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

④ 検索方法選択 － 必須 

ラジオボタンにて選択する。 

「記録番号による検索」または「詳細条件による検索」

を選択する。 

 

 記録番号検索条件（記録番号で検索する場合、指定する） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑤ 記録番号 半角英数字（20） 任意 

検索方法選択が「記録番号による検索」の場合、必須

入力。 

入力例＝「ABC45678901234567890」 

英字については大文字のみ入力可能。 

 

 詳細検索条件（金額、期日、信託記録有無、債務者口座情報で絞り込みができます。） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑥ 債権金額（円） 半角数字（10） 任意 
1 円以上、99 億 9999 万 9999 円以下で指定が可能。 

入力例＝「1234567890」 

⑦ 支払期日 （YYYY/MM/DD） 任意 入力例＝「2016/05/11」 

⑧ 信託記録有無 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

 

 債務者情報（相手方情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑨ 金融機関コード 半角数字（4） 任意 入力例＝「9876」 

⑩ 支店コード 半角数字（3） 任意 入力例＝「987」 

⑪ 口座種別 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

⑫ 口座番号 半角数字（7） 任意 入力例＝「9876543」 
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4． 保証記録請求仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 

⑧ 

① 

保証記録の仮登録情報を入力します。 

必要に応じて、 

①請求者 Ref.No.（任意） 
（半角英数字 40 桁以内）※1 

を入力してください。 

※1 ：英字については大文字のみ入力

可能です。記号については . ( ) - の

み入力可能です。 

⑦ 

 

【取引先を登録していない場合】 

直接入力チェックボックスにチェックを
入れ、保証人情報（請求先情報）の 

③金融機関コード（半角数字 4桁） 
④支店コード（半角数字 3桁） 
⑤口座種別 
⑥口座番号（半角数字 7桁） 
⑦取引先登録名（全角 60 文字以内） 
を入力してください。 

※②利用者番号は「仮登録の確認へ」
押下時に、でんさいネットから取得しま

すので、入力は不要です。（保証記録請

求仮登録確認画面に表示されます。） 

 

 

【取引先を登録している場合】 

取引先選択ボタンをクリックし、 

保証人に指定する取引先を選択する

と、②～⑦が表示されます。 

P22『取引先選択』 

取引先登録 

取引先を事前に登録し

ておくことで入力を省略

できます。取引先の登録

方法は P60『取引先

管理』 

 

【企業情報変更画面の「承認管理機能

の利用」で「利用する」、「承認機能区分

（保証）」で「承認者指定あり」を選択して

いる場合】 

承認者選択ボタンをクリックし、承認者

に指定するユーザを選択すると、⑧承
認者が表示されます。 

P33『承認者選択』 

 

承認者へ連絡事項等がある場合は、 

⑨コメント（任意）（全半角 250 文字以
内）を入力してください。 

 

入力の完了後、仮登録の確認へボタ

ンをクリックしてください。 

ご注意事項 
※１： 承認者情報の表示内容は、企業情報変更画面の「承認管理機能」「承認機能区分（業務単位）」の設定により

異なります。（表示されない場合もあります。）P33『承認者選択』 
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5． 保証記録請求仮登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6． 保証記録請求仮登録完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 仮登録の完了となります。 

※請求は仮登録後、承認者が承認し、相手方が承諾することで 

成立します。 

 仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。 

 承認者の手順については、P171『承認／差戻しの手順』 

 

 

 

仮登録の実行ボタンをクリックしてくだ

さい。 

 

印刷ボタンをクリックし、帳票を印刷し

てください。 

印刷した帳票を承認者へ提出し、仮登

録内容の承認を依頼してください。 

P28『印刷機能』 

仮登録を実行したことで、請求番号が
決定します。請求番号は、この請求を
特定するための番号となりますのでご

留意ください。 

内容を確認し、仮登録を実行します。 

 

表示内容を確認の上、 

チェックボックスにチェックを入れてくだ
さい。 

チェックを入れていない場合、仮登録の

実行はできません。 
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 ログイン後、トップ画面のその他請求タブをクリックしてください。 

1． その他請求メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 変更記録メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 概要 

 「支払期日」、「債権金額」、「譲渡制限有無」を変更、または債権を削除する場合は、変更記録請

求を行います。 

 変更記録請求が可能なのは、（譲渡記録や保証記録等がない）発生記録のみの電子記録債権で

す。 

 担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。承認者が仮登録を承認することで相手方に自

身が保有している電子記録債権の変更の承諾を依頼します。 

 変更記録請求は、対象債権の債権者、もしくは、債務者から請求が可能です。 

ただし、承諾依頼通知日から記録予定日の5銀行営業日後（記録予定日当日含む）までの間に相

手方からの承諾回答が必要です。 

否認された場合または、上記期間内に相手方からの回答がない場合は無効となります。 

 事前準備 

 変更または削除する債権の債権情報を事前に準備してください。 

変変更更記記録録  

 

変更記録ボタンをクリックしてください。 

 

登録ボタンをクリックしてください。 
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3． 変更記録請求対象債権検索画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
⑦ 
⑧ 
⑨ 

⑩ 
⑪ 
⑫ 
⑬ 

変更記録請求する債権

を検索します。 

 

検索ボタンをクリックする

と、検索結果を一覧表示

します。 

 

入力項目の詳細は、次ペ

ージに記載しています。 

 

決済口座選択ボタンをク

リックし、 

取引に利用する決済口座

を選択すると①～③が表

示されます。 

P19『決済口座選択』 

 

 

詳細ボタンをクリックする

と、対象債権の詳細情報

を別ウィンドウで表示しま

す。 

取引先登録 

取引先を事前に登録し

ておくことで入力を省略

できます。取引先の登

録方法は P60『取引

先管理』 

 

【取引先を登録している場

合】 

取引先選択ボタンをクリ

ックし、相手方に指定する

取引先を選択すると、⑩

～⑬が表示されます。

P22『取引先選択』 

【記録番号で検索する場

合】 

④検索方法選択の「記録

番号による検索」を選択し

てください。 

⑤記録番号を入力してく

ださい。 

 

【記録番号以外で検索す

る場合】 

④検索方法選択の「詳細

条件による検索」を選択し

てください。 

⑥請求者区分を選択し、

詳細検索条件の下記項

目を入力し、検索します。

（複数入力可） 

⑦債権金額（円） 

⑧支払期日 

⑨信託記録有無 

⑩金融機関コード 

⑪支店コード 

⑫口座種別 

⑬口座番号 

 

請求対象の債権を確認

後、選択ボタンをクリック

してください。 
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●入力項目一覧表 

 決済口座情報（請求者情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

① 支店コード 半角数字（3） 必須 入力例＝「012」 

② 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

③ 口座番号 半角数字（7） 必須 入力例＝「0123456」 

 

 検索条件 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

④ 検索方法選択 － 必須 

ラジオボタンにて選択する。 

「記録番号による検索」または「詳細条件による検索」

を選択する。 

 

 記録番号検索条件（記録番号で検索する場合、指定する） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑤ 記録番号 半角英数字（20） 任意 

検索方法選択が「記録番号による検索」の場合、必須

入力。 

入力例＝「ABC45678901234567890」 

英字については大文字のみ入力可能。 

 

 詳細検索条件（金額、期日等で検索する場合、指定する） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑥ 請求者の立場 － 任意 

ラジオボタンにて選択する。 

検索方法選択が「詳細条件による検索」の場合、必須

入力。 

「債務者」または「債権者」を選択する。 

⑦ 債権金額（円） 半角数字（10） 任意 
1 円以上、99 億 9999 万 9999 円以下で指定が可能。 

入力例＝「1234567890」 

⑧ 支払期日 （YYYY/MM/DD） 任意 入力例＝「2016/05/11」 

⑨ 信託記録有無 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

 

 債務者／債権者情報（相手方情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑩ 金融機関コード 半角数字（4） 任意 入力例＝「9876」 

⑪ 支店コード 半角数字（3） 任意 入力例＝「987」 

⑫ 口座種別 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

⑬ 口座番号 半角数字（7） 任意 入力例＝「9876543」 
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4． 変更記録請求仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

③ 
④ 
⑤ 
⑥ 

⑦ 

⑧ 

① 

変更記録の仮登録情報を入力します。 

必要に応じて、 

①請求者 Ref.No.（任意） 
（半角英数字 40 桁以内）※1 

を入力してください。 

※1 ：英字については大文字のみ入力

可能です。記号については . ( ) - の

み入力可能です。 

【債権の削除をする場合】 

②変更内容の「債権の削除」を選択し

てください。 

③～⑥の入力は不要です。 

【債権の変更をする場合】 

②変更内容の「項目値の変更」を選択
してください。 

③変更対象項目で変更を行う項目を選
択し、選択した項目に変更後の値を入

力してください。 

④支払期日（ＹＹＹＹ/ＭＭ/ＤＤ） 
⑤債権金額（円）（半角数字 10 桁以
内） 
⑥譲渡制限有無 

承認者へ連絡事項等がある場合は、 

⑨コメント（任意）（全半角 250 文字以
内）を入力してください。 

⑨ 

⑦変更原因（全角 255 文字以内）を選
択してください。 

「その他（テキスト入力）」を選択した場

合、変更原因を入力してください。 

 

【企業情報変更画面の「承認管理機能

の利用」で「利用する」、「承認機能区分

（変更）」で「承認者指定あり」を選択して

いる場合】 

承認者選択ボタンをクリックし、⑧承
認者を指定してください。 

P33『承認者選択』 

 

入力の完了後、仮登録の確認へボタ

ンをクリックしてください。 

ご注意事項 
※１： 承認者情報の表示内容は、企業情報変更画面の「承認管理機能」「承認機能区分（業務単位）」の設定により

異なります。（表示されない場合もあります。）P33『承認者選択』 

※１ 
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5． 変更記録請求仮登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6． 変更記録請求仮登録完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

仮登録の実行ボタンをクリックしてくだ

さい。 

 

印刷ボタンをクリックし、帳票を印刷し

てください。 

印刷した帳票を承認者へ提出し、仮登

録内容の承認を依頼してください。 

P28『印刷機能』 

仮登録の完了となります。 

※請求は仮登録後、承認者が承認し、相手方が承諾することで

成立します。 

 仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。 

 承認者の手順については、P171『承認／差戻しの手順』 

仮登録を実行したことで、請求番号が
決定します。請求番号は、この請求を
特定するための番号となりますのでご

留意ください。 

内容を確認し、仮登録を実行します。 

 

表示内容を確認の上、 

チェックボックスにチェックを入れてくだ
さい。 

チェックを入れていない場合、仮登録の

実行はできません。 
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 ログイン後、トップ画面のその他請求タブをクリックしてください。 

1． その他請求メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 支払等記録メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 概要 

 口座間送金決済以外の方法で弁済された場合、支払等記録請求を行うことができます。 

 支払等記録請求には、「支払を行ったことによる記録請求」と「支払を受けたことによる記録請求」

があります。 

 担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。「支払を行ったことによる記録請求」の場合、

仮登録後、承認者が承認し、相手方が承諾することで成立します。 

①「支払を行ったことによる記録請求」の場合の相手方の承諾は、承諾依頼通知日から記録予

定日の 5 銀行営業日後（記録予定日当日含む）までの間に相手方からの承諾回答が必要で

す。否認された場合または、上記期間内に相手方からの回答がない場合は無効となります。 

②「支払を受けたことによる記録請求」の場合、相手方の承諾回答は不要です。 

支支払払等等記記録録  

 

支払等記録ボタンをクリックしてくださ

い。 

 

登録ボタンをクリックしてください。 
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3． 支払等記録請求対象債権検索画面 

 

 

Ｓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

支払等記録請求する

債権を特定し、選択し

ます。 

⑦ 
⑧ 
⑨ 
⑩ 

⑪ 
⑫ 
⑬ 
⑭ 

 

【取引先を登録している場

合】 

取引先選択ボタンをクリ

ックし、債務者または債権

者に指定する取引先を選

択すると、⑪～⑭が表示

されます。 

P22『取引先選択』 

 

 

検索ボタンをクリックする

と、検索結果を一覧表示

します。 

 

詳細ボタンをクリックする

と、対象債権の詳細情報

を別ウィンドウで表示しま

す。 

決済口座情報（請求者情

報）の 

④請求者区分を選択して

ください。 

入力項目の詳細は、次ペ

ージに記載しています。 

取引先登録 

取引先を事前に登録し

ておくことで入力を省略

できます。取引先の登

録方法は P60『取引

先管理』 

 

 

請求対象の債権を確認

後、選択ボタンをクリック

してください。 

 

 

決済口座選択ボタンをク

リックし、 

取引に利用する決済口座

を選択すると①～③が表

示されます。 

P19『決済口座選択』 

 

【記録番号で検索する場

合】 

⑤検索方法選択の「記録

番号による検索」を選択し

てください。 

⑥記録番号を入力してく

ださい。 

 

【記録番号以外で検索す

る場合】 

⑤検索方法選択の「詳細

条件による検索」を選択し

てください。 

詳細検索条件の下記項

目を入力し、検索します。

（複数入力可） 

⑦債権金額(円) 

⑧支払期日 

⑨支払等記録有無 

⑩信託記録有無 

⑪金融機関コード 

⑫支店コード 

⑬口座種別 

⑭口座番号 
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●入力項目一覧表 

 決済口座情報（請求者情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

① 支店コード 半角数字（3） 必須 入力例＝「012」 

② 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

③ 口座番号 半角数字（7） 必須 入力例＝「0123456」 

④ 請求者区分 － 必須 ラジオボタンまたは、プルダウンにて選択する。 

 

 検索条件 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑤ 検索方法選択 － 必須 

ラジオボタンにて選択する。 

「記録番号による検索」または「詳細条件による検索」

を選択する。 

 

 記録番号検索条件（記録番号で検索する場合、指定する） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑥ 記録番号 半角英数字（20） 任意 

検索方法選択が「記録番号による検索」の場合、必須

入力。 

入力例＝「ABC45678901234567890」 

英字については大文字のみ入力可能。 

 

 詳細検索条件（金額、期日等で検索する場合、指定する） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑦ 債権金額（円） 半角数字（10） 任意 
1 円以上、99 億 9999 万 9999 円以下で指定が可能。 

入力例＝「1234567890」 

⑧ 支払期日 （YYYY/MM/DD） 任意 入力例＝「2016/05/11」 

⑨ 支払等記録有無 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

⑩ 信託記録有無 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

 

 債務者／債権者情報（相手方情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑪ 金融機関コード 半角数字（4） 任意 入力例＝「9876」 

⑫ 支店コード 半角数字（3） 任意 入力例＝「987」 

⑬ 口座種別 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

⑭ 口座番号 半角数字（7） 任意 入力例＝「9876543」 
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4． 支払等記録請求仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 
③ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

① 

支払等記録の仮登録

情報を入力します。 

必要に応じて、 

①請求者Ref.No. 

を入力してください。 

 

入力の完了後、 

仮登録の確認へボタ

ンをクリックしてくださ

い。 

④ 

⑨ 
⑩ 
⑪ 
⑫ 
⑬ 

⑭ 

入力項目の詳細は、次ペ

ージに記載しています。 

 

【取引先を登録している

場合】 

取引先選択ボタンをク

リックし、 

指定する取引先を選択

すると、⑧～⑬が表示

されます。 

P22『取引先選択』 

 

 

 

【取引先を登録していな

い場合】 

直接入力チェックボッ

クスにチェックを入れ、

支払者情報（請求先情

報）※1／被支払者情報

（請求先情報）※1の 

⑨金融機関コード 

⑩支店コード 

⑪口座種別 

⑫口座番号 

⑬取引先登録名 

を入力してください。 

※1：前画面で選択した

請求者区分が「被支払

者」の場合、●支払者

情報（請求先情報）が

表示され、「支払者」の

場合、●被支払者情報

（請求先情報）が表示さ

れます。 

※2：⑧利用者番号は

「仮登録の確認へ」押

下時に、でんさいネット

から取得しますので、

入力は不要です。（支

払等記録請求仮登録

確認画面に表示されま

す。） 

②支払日を入力してく

ださい。 

③支払金額（円）を入力

してください。 

④費用等（円）を入力し

てください。 

⑤債務消滅原因を選択

してください。 

⑥正当な利益に係る事

由を選択してください。 

⑦正当な利益に係る事

由コメントを選択してく

ださい。 

取引先登録 

取引先を事前に登録し

ておくことで入力を省略

できます。取引先の登

録方法は P60『取引

先管理』 

⑮ 

ご注意事項 
※３： 承認者情報の表示内容は、企業情報変更画面の「承認管理機能」「承認機能区分（業務単位）」の設定により

異なります。（表示されない場合もあります。）P33『承認者選択』 

承認者へ連絡事項等

がある場合は、 

⑮コメントを入力してく

ださい。 

 

【企業情報変更画面の

「承認管理機能の利

用」で「利用する」、「承

認機能区分（支払等）」

で「承認者指定あり」を

選択している場合】 

承認者選択ボタンをク

リックし、承認者に指定

するユーザを選択する

と、⑭承認者が表示さ

れます。 

P33『承認者選択』 

※３ 
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●入力項目一覧表 

 決済口座情報（請求者情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

① 請求者 Ref.No. 半角英数字（40） 任意 

お客様とお取引先とで請求を管理するためのフリー入

力欄。注文書番号や請求書番号の入力が可能。 

英字については大文字のみ入力可能。 

記号については . ( ) - のみ入力可能。 

 支払等記録情報 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

② 支払日 （YYYY/MM/DD） 必須 入力例＝「2016/05/11」 

③ 支払金額（円） 半角数字（10） 必須 

1 円以上、99 億 9999 万 9999 円以下で指定が可能。 

期日前弁済の場合は債務全額のみ可能。 

入力例＝「1234567890」 

④ 費用等（円） 半角数字（10） 任意 

0 円以上、99 億 9999 万 9999 円以下で指定が可能。 

入力例＝「1234567890」 

【支払を行ったことによる記録請求の場合】 

「請求者区分」が「保証人として、債権の支払を行ったこと

による記録請求。」を選択した場合、任意入力。 

【支払を受けたことによる記録請求の場合】 

「支払者情報」に債務者以外の情報を入力する場合、

任意入力。 

⑤ 債務消滅原因 全角文字（255） 必須 プルダウンにて選択する。 

⑥ 
正当な利益に係る

事由 
－ 任意 

ラジオボタンにて選択する。 

【支払を受けたことによる記録請求の場合】 

「支払者情報」に第三者の情報を入力する場合のみ、

必須入力。 

⑦ 
正当な利益に係る

事由コメント 
全角文字（255） 任意 

正当な利益に係る事由が「その他（テキスト入力）」の

場合、必須入力。 

⑧ 利用者番号 半角英数字（9） 不要 
「仮登録の確認へ」ボタン押下時に、でんさいネットか

ら取得するので、入力不要。 

⑨ 金融機関コード 半角数字（4） 必須 入力例＝「9876」 

⑩ 支店コード 半角数字（3） 必須 入力例＝「987」 

⑪ 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

⑫ 口座番号 半角数字（7） 必須 入力例＝「9876543」 

⑬ 取引先登録名 全角文字（60） 任意 入力例＝「株式会社 電子記録債権」 

 承認者情報※１ 

No 項目名※2 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑭ 

・承認者 

・承認者、承認者 

・一時承認者、 

最終承認者 

－ 必須 承認者選択画面で承認者となるユーザを選択する。 

※１： 企業情報変更画面の「承認管理機能の利用」で「利用する」、「承認機能区分（支払等）」で「承認者指定あり」を選

択している場合に表示されます。 

※２： 「承認機能区分」の設定により異なります。 

 申請情報 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑮ コメント 全半角文字（250） 任意 

承認者への連絡事項等を入力するためのフリー入力

欄。 

入力例＝「承認をお願いします。」 



249 

 

5． 支払等記録請求仮登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

6． 支払等記録請求仮登録完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 仮登録の完了となります。 

※「支払を行ったことによる記録請求」の場合、仮登録後、承

認者が承認し、相手方が承諾することで成立します。「支払

を受けたことによる記録請求」の場合、相手方の承諾回答

は不要です。 

 仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。 

 承認者の手順については、P171『承認／差戻しの手順』 

 

 

 

仮登録の実行ボタンをクリックしてくだ

さい。 

仮登録を実行したことで、請求番号が
決定します。請求番号は、この請求を
特定するための番号となりますのでご

留意ください。 

内容を確認し、仮登録を実行します。 

 

印刷ボタンをクリックし、帳票を印刷し

てください。 

印刷した帳票を承認者へ提出し、仮登

録内容の承認を依頼してください。 

P28『印刷機能』 

 

表示内容を確認の上、 

チェックボックスにチェックを入れてくだ
さい。 

チェックを入れていない場合、仮登録の

実行はできません。 
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 ログイン後、トップ画面の管理業務タブをクリックしてください。 

1． 管理業務メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 指定許可管理メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 概要 

 指定許可先を登録すると「許可先」として指定した取引先以外からの請求をエラーとする機能 

です。 

 担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。承認者が仮登録を承認することで指定許可 

登録が完了します。 

 事前準備 

 取引先の情報を事前に準備してください。 

指指定定許許可可管管理理  
 

 

指定許可管理ボタンをクリックしてく

ださい。 

 

指定許可制限設定ボタンをクリック

してください。 

指定許可登録 

ご注意事項 
「指定許可管理」をご利用される場合は、でんさいサービスのお申込み時に、「指定許可機能」について、取
引の種類ごとに「利用する」を選択していただく必要があります。 
「指定許可機能」の利用有無について変更される場合は、お取引店にお申し出ください。 
（書面によるお届け出が必要です。） 
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3． 指定許可制限設定仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
② 
③ 

⑤ 

 

決済口座選択ボタンをクリックし、 

取引に利用する決済口座を選択すると

①～③が表示されます。 

P19『決済口座選択』 

 

【指定許可先を追加する場合】 

指定許可先追加ボタンをクリックし、

次画面にて『指定許可先情報』『指定許

可業務』を設定してください。 

指定許可先を追加します。 

指定許可先追加ボタン

押下時 

P252 4 画面 

 

取消ボタン 

押下時 

P252 5 画面 

仮登録の確認へボタン

押下時 

P253 6 画面 

 

 

詳細ボタンをクリックすると、対象債権

の詳細情報を別ウィンドウで表示しま

す。 

④ 

 

【企業情報変更画面の「承認管理機能

の利用」で「利用する」、「承認機能区分

（指定許可）」で「承認者指定あり」を選

択している場合】 

承認者選択ボタンをクリックし、承認者

に指定するユーザを選択すると、④承
認者が表示されます。 

P33『承認者選択』 

 

【誤って登録した指定許可先情報を削

除する場合】 

取消ボタンをクリックし、次画面にて

取消の反映をクリックしてください。 

承認者へ連絡事項等がある場合は、 

⑤コメント（任意）（全半角 250 文字以
内）を入力してください。 

ご注意事項 
※１： 承認者情報の表示内容は、企業情報変更画面の「承認管理機能」「承認機能区分（業務単位）」の設定により

異なります。（表示されない場合もあります。）P33『承認者選択』 

※１ 

 

入力の完了後、 

仮登録の確認へボタンをクリックしてく

ださい。 
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【指定許可先を追加する場合】 

4． 指定許可制限設定情報編集画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【誤って登録した指定許可先情報を削除する場合】 

5． 指定許可制限設定情報編集画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取引先を登録している場合】 

取引先選択ボタンをクリックし、 

指定する取引先を選択すると、①～⑦

が表示されます。 

P22『取引先選択』 

 

【取引先を登録していない場合】 

指定許可先情報の 

③金融機関コード（半角数字 4桁） 
④支店コード（半角数字 3桁） 
⑤口座種別 
⑥口座番号（半角数字 7桁） 
⑦登録名（任意）（全角 60 文字以内） 
を入力してください。 

※①利用者番号、②法人名/個人事
業主名は、「入力の反映」ボタン押下時
に、でんさいネットから取得しますので、

入力は不要です。（指定許可制限設定

仮登録確認画面に表示されます。） 

 

 

許可する対象業務のチェックボックス
にチェックを入れてください。 

 

入力の反映ボタンをクリックすると前

画面に戻り、指定許可先情報の一覧に

反映します。 

 

取消の反映ボタンをクリックすると前

画面に戻り、指定許可先情報の一覧に

反映します。 

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 

取引先登録 

取引先を事前に登録しておくことで入力

を省略できます。取引先の登録方法は

P60『取引先管理』 

指定許可先を追加します。 

⑦ 
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6． 指定許可制限設定仮登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7． 指定許可制限設定仮登録完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力内容に問題がなければ、 

チェックボックスにチェックを入れてくだ
さい。 

チェックを入れていない場合、仮登録の

実行はできません。 

 

仮登録の実行ボタンをクリックしてくだ

さい。 

 

印刷ボタンをクリックし、帳票を印刷し

てください。 

印刷した帳票を承認者へ提出し、仮登

録内容の承認を依頼してください。 

P28『印刷機能』 

仮登録の完了となります。 

※請求の完了は承認者の承認が完了した時点となります。 

仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。 

承認者の手順については、P171『承認／差戻しの手順』 

仮登録を実行したことで、請求番号が
決定します。請求番号は、この請求を
特定するための番号となりますのでご

留意ください。 

内容を確認し、仮登録を実行します。 



 

254 

 

 

 ログイン後、トップ画面の管理業務タブをクリックしてください。 

1． 管理業務メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 指定許可管理メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定許可管理ボタンをクリックしてくだ

さい。 

 

指定許可制限設定の変更・解除ボタ

ンをクリックしてください。 

指定許可変更・解除 
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3． 指定許可先検索画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
② 
③ 

 

決済口座選択ボタンをクリックし、 

取引に利用する決済口座を選択すると

①～③が表示されます。 

P19『決済口座選択』 

 

 

仮登録ボタンをクリックしてください。 

 

詳細ボタンをクリックすると、対象債権

の詳細情報を別ウィンドウで表示しま

す。 

 

検索ボタンをクリックすると、検索結果

を一覧表示します。 
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4． 指定許可制限解除仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択ボタン 

押下時 

P257 5 画面 

 

取消ボタン 

押下時 

P257 6 画面 

仮登録の確認へボタン

押下時 

P258 7 画面 

 

 

【誤って登録した指定許可先の解除情

報を削除する場合】 

取消ボタンをクリックし、次画面にて

取消の反映をクリックしてください。 

 

【指定許可先の変更をする場合】 

選択ボタンをクリックし、次画面にて解

除する『指定許可取引』設定してくださ

い。 

 

① 

② 

 

【企業情報変更画面の「承認管理機能

の利用」で「利用する」、「承認機能区分

（指定許可）」で「承認者指定あり」を選

択している場合】 

承認者選択ボタンをクリックし、承認者

に指定するユーザを選択すると、①承
認者が表示されます。 

P33『承認者選択』 

承認者へ連絡事項等がある場合は、 

②コメント（任意）（全半角 250 文字以
内）を入力してください。 

 

入力の完了後、 

仮登録の確認へボタンをクリックしてく

ださい。 
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【指定許可先の変更をする場合】 

5． 指定許可制限解除情報編集画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【誤って登録した指定許可先の解除情報を削除する場合】 

6． 指定許可制限解除情報編集画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取消の反映ボタンをクリックすると前

画面に戻り、指定許可先情報の一覧に

反映します。 

 

【取引先を登録している場合】 

取引先選択ボタンをクリックし、 

指定する取引先を選択すると、①～⑤
が表示されます。 

P22『取引先選択』 

 

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 

【取引先を登録していない場合】 

指定許可先情報の 

①金融機関コード（半角数字 4桁） 
②支店コード（半角数字 3桁） 
③口座種別 
④口座番号（半角数字 7桁） 
⑤登録名（任意）（全角 60 文字以内） 
を入力してください。 

 

解除する対象業務のチェックボックス
にチェックを入れてください。 

 

入力の反映ボタンをクリックすると前

画面に戻り、指定許可先情報の一覧に

反映します。 
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7． 指定許可制限解除仮登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8． 指定許可制限解除仮登録完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮登録の実行ボタンをクリックしてくだ

さい。 

仮登録の完了となります。 

※請求の完了は承認者の承認が完了した時点となります。 

仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。 

承認者の手順については、P171『承認／差戻しの手順』 

仮登録を実行したことで、請求番号が
決定します。請求番号は、この請求を
特定するための番号となりますのでご

留意ください。 

 

 

印刷ボタンをクリックし、帳票を印刷し

てください。 

印刷した帳票を承認者へ提出し、仮登

録内容の承認を依頼してください。 

P28『印刷機能』 

 

 

入力内容に問題がなければ、 

チェックボックスにチェックを入れてくだ
さい。 

チェックを入れていない場合、仮登録の

実行はできません。 
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 ログイン後、トップ画面の管理業務タブをクリックしてください。 

1． 管理業務メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 取引履歴照会メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 概要 

 過去の取引を照会することができます。 

 当日を含めた過去 92 日間の範囲で照会が可能です。 

 一覧で照会できる件数の上限は 2000 件です。 

 取引履歴照会を行うには、取引履歴照会権限と権限のある口座の範囲内で照会可能です。 

取取引引履履歴歴照照会会  

 

取引履歴照会ボタンをクリックしてくだ

さい。 

 

取引履歴一覧ボタンをクリックしてくだ

さい。 
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3． 取引履歴一覧画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 
② 

④ 
⑤ 

⑥ 
⑦ 

⑧ 
⑨ 
⑩ 

⑪ 
⑫ 

⑬ 

【検索結果を絞り込む場

合】 

検索条件の 

②記録番号 

③請求番号 

④依頼番号（一括依頼番

号） 

⑤請求者Ref.No.  

⑥業務名 

を入力してください。 

取引履歴照会の完了となります。 

 

入力項目の詳細は、次ペ

ージに記載しています。 

 

詳細ボタンをクリックする

と、対象取引の詳細情報

を別ウィンドウで表示しま

す。 

 
⑪口座番号 

⑫担当者名 

⑬承認者名 

を入力してください。 

 

⑦Ｉ／Ｆ種別 

Ｉ／Ｆ種別のチェックボック

スにチェックを入れてくだ

さい。 

⑧支店コード 

⑨支店名 

を入力してください。 

 

⑩口座種別 

口座種別のチェックボッ

クスにチェックを入れてく

ださい。 

① 

照会したい取引の 

①取扱日 

を入力してください。 

 

決済口座選択ボタンをク

リックし、 

取引に利用する決済口座

を選択すると⑧～⑪が表

示されます。 

P19『決済口座選択』 

 

ご注意事項 
被請求者として受け取った記録通知・予約通知を抽出したファイルを作成し、ダウンロードする場合は、債権情報照

会メニューの「受取債権情報の作成」および「作成結果のダウンロード」で行ってください。 

P274『受取債権情報の作成手順』、P278『受取債権情報のダウンロード手順』 

 

検索ボタンをクリックする

と、検索結果を一覧表示

します。 
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●入力項目一覧表 

 検索条件 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

① 取扱日 （YYYY/MM/DD） 必須 
当日を含めた過去 92 日間の範囲で指定可能とする。 

入力例＝「2016/05/11」 

② 記録番号 半角英数字（20） 任意 
入力例＝「ABC45678901234567890」 

英字については大文字のみ入力可能。 

③ 請求番号 半角英数字（20） 任意 
入力例＝「DEF98765432109876543」 

英字については大文字のみ入力可能。 

④ 
依頼番号 

（一括依頼番号） 
半角数字（22） 任意 入力例＝「1234567890123456789012」 

⑤ 請求者 Ref.No. 半角英数字（40） 任意 

お客様とお取引先とで請求を管理するためのフリー入

力欄。注文書番号や請求書番号の入力が可能。 

英字については大文字のみ入力可能。 

記号については . ( ) - のみ入力可能。 

⑥ 業務名 － 任意 プルダウンにて選択する。 

⑦ Ｉ/Ｆ種別 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

⑧ 支店コード 半角数字（3） 任意 入力例＝「012」 

⑨ 支店名 全角文字（100） 任意 入力例＝東京支店 

⑩ 口座種別 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

⑪ 口座番号 半角数字（7） 任意 入力例＝「0123456」 

⑫ 担当者名 全半角文字（96） 任意 
半角は96文字以内、全角の入力も可能で全角1文字

は半角の 2 文字分となる。 

⑬ 承認者名 全半角文字（96） 任意 
半角は96文字以内、全角の入力も可能で全角1文字

は半角の 2 文字分となる。 
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 ログイン後、トップ画面の管理業務タブをクリックしてください。 

1. 管理業務メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 操作履歴照会メニュー画面 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 概要 

 過去の操作履歴を照会することができます。 

 当日を含めた過去 92 日間の範囲で照会が可能です。 

 一覧で照会できる件数の上限は 2000 件です。 

 操作履歴をファイル（ＣＳＶ形式）でダウンロードすることができます。 

 操作履歴照会権限を持つユーザは、全ユーザの操作履歴を照会することができます。 

 操作履歴照会権限を持たないユーザは、自分自身の操作履歴のみ照会できます。 

操操作作履履歴歴照照会会  

 

操作履歴照会ボタンをクリックしてく

ださい。 

 

企業操作履歴ボタンをクリックしてく

ださい。 
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3. 企業操作履歴照会画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

② 

① 

③ 

④ 
⑤ 

 操作履歴照会の完了です。 

検索条件を入力し、操

作履歴を検索します。 

照会したい操作の 

①操作日時 

（YYYY/MM/DD） 

(HH:MM) 

を入力してください。 

当日を含めた過去 92

日間の範囲で指定が可

能です。 

【検索結果を絞り込む

場合】 

検索結果を絞り込みた

い場合は、 

②ログインＩＤ(任意) 

（半角 30 文字以内） 

③ＩＰアドレス(任意) 

（半角 39 文字以内） 

④業務種別(任意) 

⑤処理結果(任意) 

を入力してください。 

 

検索ボタンをクリック

すると、検索結果を一

覧表示します。 

 

 

ダウンロードボタンをク

リックしてください。操作

履歴をファイル（ＣＳＶ

形式）でダウンロードす

ることができます。 

ファイルフォーマットの

詳細については、 

付録 P47『操作履歴

ファイル』 

 

詳細ボタンをクリック

すると、対象取引の詳

細情報を別ウィンドウで

表示します。 

 

ファイルを直接開きた

い場合は開くボタンを

クリックしてください。 

 

保存する場合は保存

ボタンをクリックして任

意の場所に保存してく

ださい。 

画面がポップ

アップします。 
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 ログイン後、トップ画面の債権情報照会タブをクリックしてください。 

1． 債権情報照会メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2－1． 債権照会（開示）条件入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 概要 

 決済口座情報や請求者区分（立場）を入力することで詳細検索を行うことができます。 

 発生請求を行った債権や保有している債権等の債権照会（開示）ができます。 

 照会した債権の履歴情報を照会できます。 

 事前準備 

 記録番号、支払期日、請求日等が必要です。 

債債権権照照会会（（開開示示））／／詳詳細細検検索索  

請求者情報、検索条件を入力し検索し

ます。 

 

債権照会（開示）ボタンをクリックしてく

ださい。 

 

全て表示 ボタンをクリックすると、詳細

の検索条件を指定し、検索をすることが

できます。 
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2－2． 債権照会（開示）条件入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑩ 

⑮ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 
⑭ 

⑱ 

⑯ 
⑰ 

⑲ 
⑳ 

⑧ 

⑨ 

22 

 

検索ボタンをクリックして

ください。 

入力項目の詳細は、次ペ

ージに記載しています。 

⑤開示方式・単位にて 

「債権情報（記録事項）の

照会」を選択した場合 

P268 3 画面 

⑤開示方式・単位にて 

「履歴情報（提供情報）の

照会」を選択した場合 

P269 4 画面 

④処理方式区分にて 

「一括予約照会（非同期）」 

を選択した場合 

P271 6 画面 

 

 

相手先選択 ボタンをクリ

ックし、 

相手方に指定する取引先

を選択すると 

⑲～  が表示されます。 22 

 

21 

記録番号開示条件の 

⑥記録番号 

を入力してください。 

処理方式の 

④処理方式区分 

を選択してください。 

・「一括予約照会（非同

期）」を選択した場合 

6 の画面へ遷移します。 

検索方式の 

⑤開示方式・単位 

のいずれかを選択してく

ださい。 

・「債権情報（記録事項）

の照会」を選択した場合 3

の画面へ遷移します。 

・「履歴情報（提供情報）

の照会」を選択した場合 4

の画面へ遷移します。 

 

決済口座選択 ボタンをク

リックし、 

取引に利用する決済口座

を選択すると①～③が表

示されます。 

P19『決済口座選択』 

立場/記録請求内容・請

求日開示条件の 

⑦開示単位 

⑧請求者区分（立場） 

⑨記録請求内容 

⑩請求日 

⑪債権金額（円） 

⑫支払期日 

⑬相手先区分（ 相手立

場） 

⑭譲渡記録有無 

⑮強制執行等記録有無 

⑯支払等記録有無 

⑰信託記録有無 

⑱期間指定 

を選択または入力してくだ

さい。 
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●入力項目一覧表 

 決済口座情報（請求者情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

① 支店コード 半角数字（3） 必須 入力例＝「012」 

② 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

③ 口座番号 半角数字（7） 必須 入力例＝「0123456」 

 

 処理方式 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

④ 処理方式区分 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

 

 検索方式 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑤ 開示方式・単位 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

 

 記録番号開示条件 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑥ 記録番号 半角英数字(20) ※1 
入力例＝「ABC34567890123456789」 

英字については大文字のみ入力可能。 

 

 立場/記録請求内容・請求日開示条件 

No 項目名 属性（桁数） 
必須 

任意 
内容・入力例 

⑦ 開示単位 － ※1 ラジオボタンにて選択する。 

⑧ 
請求者区分 

（立場） 
－ ※1 プルダウンにて選択する。 

⑨ 記録請求内容 － ※1 プルダウンにて選択する。 

⑩ 請求日 （YYYY/MM/DD） ※1 本日以前を指定。（指定可能な期間は 1 ヶ月間以内） 

⑪ 債権金額（円） 半角数字（10） ※1 
1 円以上、99 億 9999 万 9999 円以下で指定が可能。 

入力例＝「1234567890」 

⑫ 支払期日 （YYYY/MM/DD） ※1 入力例＝「2016/05/06」 

⑬ 
相手先区分 

（相手立場） 
－ ※1 ラジオボタンにて選択する。 

⑭ 譲渡記録有無 － ※1 ラジオボタンにて選択する。 

⑮ 
強制執行等記録有

無 
－ ※1 ラジオボタンにて選択する。 

⑯ 支払等記録有無 － ※1 ラジオボタンにて選択する。 

⑰ 信託記録有無 － ※1 ラジオボタンにて選択する。 

⑱ 期間指定 － ※1 ラジオボタンにて選択する。 

⑲ 金融機関コード 半角数字（4） ※1 入力例＝「9876」 

⑳ 支店コード 半角数字（3） ※1 入力例＝「987」 

21 口座種別 － ※1 ラジオボタンにて選択する。 

22 口座番号 半角数字（7） ※1 入力例＝「9876543」 

 

 

 

 

 
ご注意事項 
※1 ：検索条件の組み合わせにより、必須・任意・入力不可項目が異なります。 

詳細は、P267『検索条件による入力項目表』 
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一括予約照会（非同期）
債権情報（記録事項）の照会

記録番号を条件に照会
■　決済口座情報（請求者情報）

1 支店コード ◎ ◎ ◎
2 口座種別 ◎ ◎ ◎
3 口座番号 ◎ ◎ ◎

■ 処理方式
4 処理方式区分 ☆ ☆ ☆

■ 検索方式
5 開示方式・単位　 ☆ ☆ ☆

■ 記録番号開示条件
6 記録番号 ◎ － －

■ 立場/記録請求内容・請求日開示条件
7 開示単位 － ◎ ◎
8 請求者区分（立場） － ◎ ◎
9 記録請求内容 － － －

10 請求日※３ － － －

11 債権金額（円）※３ － ○ ○

12 支払期日※３ － ○ ◎

13 相手先区分（相手立場） － ○ ○
14 譲渡記録有無 － ○ ○
15 強制執行等記録有無 － ○ ○
16 支払等記録有無 － ○ ○
17 信託記録有無 － ○ ○
18 期間指定 － ○ ○

●相手先区分情報（相手方立場）

19 金融機関コード －    ○※1    ○※1

20 支店コード －    ○※1    ○※1

21 口座種別 －    ○※1    ○※1

22 口座番号 －    ○※1    ○※1

即時照会（同期）
債権情報（記録事項）の照会

請求者区分（立場）を条件に照会

入力項目項番

一括予約照会（非同期）
履歴情報（提供情報）の照会

記録番号を条件に照会
■　決済口座情報（請求者情報）

1 支店コード ◎ ◎ ◎
2 口座種別 ◎ ◎ ◎
3 口座番号 ◎ ◎ ◎

■ 処理方式
4 処理方式区分 ☆ ☆ ☆

■ 検索方式
5 開示方式・単位　 ☆ ☆ ☆

■ 記録番号開示条件
6 記録番号 ◎ － －

■ 立場/記録請求内容・請求日開示条件
7 開示単位 － ◎ ◎
8 請求者区分（立場） － － －
9 記録請求内容 － ◎ ◎

10 請求日※３ － ◎ ◎

11 債権金額（円）※３ －    ○※2    ○※2

12 支払期日※３ －    ○※2    ○※2

13 相手先区分（相手立場） － － －
14 譲渡記録有無 － － －
15 強制執行等記録有無 － － －
16 支払等記録有無 － － －
17 信託記録有無 － － －
18 期間指定 － ○ ○

●相手先区分情報（相手方立場）
19 金融機関コード － － －
20 支店コード － － －
21 口座種別 － － －
22 口座番号 － － －

項番
即時照会（同期）

履歴情報（提供情報）の照会
請求内容・請求日を条件に照会

入力項目

 検索条件による入力項目表 

入力項目の区分は「処理方式区分」、「開示方式・単位」の入力内容により、入力パターンがわかれます。 

【債権情報(記録事項)の照会の場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【履歴情報(提供情報)の照会の場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご注意事項 
※1： 「相手先区分（相手方立場）」を指定すると入力可能となります。なお、いずれか１項目以上の入力は必須となります。 

※2： 「履歴情報（提供情報）の照会」の場合、発生記録情報の開示を行う場合に限り、任意で「支払期日」と「債権金額

（円）」を指定可能です。 

※3： 必須入力項目の場合は範囲の双方へ入力が必要となりますが、任意入力項目の場合は範囲の片方のみの入力も可

能です。 

なお、請求日、支払期日が必須入力項目の場合、指定可能期間は最大１ヶ月となりますが、「一括予約照会（非同

期）」で「債権情報（記録事項）の照会」を行う場合の「支払期日」の指定可能期間は、最大１年間となります。 

【凡例】☆：条件項目 ◎：必須入力項目 ○：任意入力項目 －：入力不可項目 
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【債権情報（記録事項）の照会の場合】 

3． 即時照会結果一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ご注意事項 
※1 ： 即時照会（同期）における開示可能上限件数は 200 件までとなります。開示可能上限件数を超過し

た場合は、検索条件を変更して再検索を行っていただくか、一括予約照会を行ってください。 
※2 ： 開示方式・単位項目の「債権情報（記録事項）の照会 記録番号を条件に照会」または「債権情報

（記録事項）の照会 請求者区分（立場）を条件に照会」を選択した場合のみダウンロード可能です。 

債権照会（開示）／詳細検索の完了となります。対象債権の債

権情報を確認してください。 

 

 

【債権情報（記録事項）の照会の場合】 

詳細ボタンをクリックすると、対象の債

権情報を別ウィンドウで表示します。 

 

 

【照会結果を一覧形式で帳票印刷する

場合】 

債権一覧印刷 ボタンをクリックしてくだ

さい。 

【照会結果を既定の形式で帳票印刷す

る場合】 

開示結果印刷 ボタンをクリックしてくだ

さい。 

 

 

ダウンロード（CSV 形式）ボタンまたは、 

ダウンロード（共通フォーマット形式） ボ

タン※2 をクリックすることで開示照会結

果をダウンロードすることが可能です。 

検索結果を表示し※1、記録番号一覧か

ら債権を選択します。 
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【履歴情報（提供情報）の照会の場合】 

4． 即時照会結果一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ご注意事項 
※1 ：即時照会（同期）における開示可能上限件数は 200 件までとなります。開示可能上限件数を超過した

場合は、検索条件を変更して再検索を行っていただくか、一括予約照会を行ってください。 

 

検索結果を表示し※1、記録番号一覧 

から債権を選択します。 

 
検索条件表示 ボタンをクリックすると、

設定した検索条件を表示し確認できま

す。 

 

【履歴情報（提供情報）の照会の場合】 

選択ボタンをクリックすると、当該債権

に対する履歴情報を表示します。 

 

開示結果印刷 ボタンをクリックすると、

開示結果を帳票印刷できます。 

 

ダウンロード（CSV 形式）ボタンをクリッ

クすると開示照会結果をダウンロードす

ることが可能です。 
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5． 履歴情報（提供情報）一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 開示結果の還元方法 

開示方式・単位 処理方式区分 還元方法 

債権情報(記録事項)の照会 

即時照会 

（同期） 

① 画面への出力 

② PDF 形式での出力 

③ 共通フォーマット形式によるダウンロード※1 

④ CSV 形式でのダウンロード※2 

一括予約照会

（非同期） 

① 共通フォーマット形式によるダウンロード※1 

② CSV 形式でのダウンロード※2 

履歴情報(提供情報)の照会 

即時照会 

（同期） 

① 画面への出力 

② PDF 形式での出力 

③ CSV 形式でのダウンロード※2 

一括予約照会

（非同期） 
① CSV 形式でのダウンロード※2 

※1： 共通フォーマット形式のファイルフォーマットについては、付録 P38『開示結果ファイル（共通フォーマット形式）』 

※2： CSV 形式のファイルフォーマットについては、付録 P8『開示結果ファイル（CSV 形式）』 

 

選択した債権の履歴情報（提供情報）

をします。 

 

詳細ボタンをクリックすると、対象の履

歴情報を別ウィンドウで表示します。 

債権照会（開示）／詳細検索の完了となります。対象債権の履歴 

情報を確認してください。 
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【一括予約照会（非同期）の場合】 

6． 一括予約照会入力完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開示（一括予約照会（非同期））請求の完了となります。 

照会結果の確認は請求結果通知の受信後、一括予約照会 

結果一覧画面から照会結果をファイルでダウンロードしてくだ 

さい。手順については、 

P272『一括予約照会（非同期）結果を確認する場合』 

 

続けて照会する場合は、戻るボタンをクリックしてください。 

 P264の 2-1．債権照会（開示）条件入力画面に遷移するので、

同様の手順で照会を行ってください。 



 

272 

【一括予約照会（非同期）結果を確認する場合】 

7． 債権情報照会メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一括予約照会結果一覧ボタンをクリッ

クしてください。 
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8． 一括予約照会結果一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

一括予約照会（非同期）の結果を確認

します。 

検索条件の 

①支店コード（任意）（半角数字 3 桁） 
②口座種別（任意） 
③口座番号（任意）（半角数字 7 桁） 
④請求番号（任意） 

（半角英数字 20 文字）※1 

⑤開示請求日（任意） 

（ＹＹＹＹ/ＭＭ/ＤＤ） 
⑥開示方式（任意） 
⑦ダウンロード（任意） 
を入力してください。 

※1 ：英字については大文字のみ入力

可能です。 

 

検索ボタンをクリックすると、検索結果

を一覧表示します。 

 

 

詳細ボタンをクリックすると、対象の照

会結果を別ウィンドウで表示します。 

② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 
⑦ 

ご注意事項 
※2 ：「ダウンロード（共通フォーマット形式）」は、開示方式・単位項目の「債権情報（記録事項）の照会 請

求者区分（立場）を条件に照会」を選択した場合のみダウンロード可能です。 

 

 

【照会結果を一覧形式で帳票印刷する

場合】 

債権一覧印刷ボタンをクリックしてくだ

さい。 

【照会結果を既定の形式で帳票印刷す

る場合】 

開示結果印刷ボタンをクリックしてくだ

さい。 

 

 

ダウンロード（CSV 形式）ボタン 

または、 

ダウンロード（共通フォーマット形式）
ボタン※2 をクリックすることで開示照会

結果をダウンロードすることが可能で

す。 
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 ログイン後、トップ画面の債権情報照会タブをクリックしてください。 

1． 債権情報照会メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

債債権権情情報報（（受受取取債債権権／／入入金金予予定定／／支支払払予予定定））のの照照会会 

 

受取債権情報の作成ボタンをクリック

してください。 

受取債権情報の作成手順 

 

 概要 

 発生記録や譲渡記録などにより、被請求者として受け取った記録通知を抽出し、受取債権情報と

して作成し、ダウンロードすることができます。 

 利用者ご自身が債権者である電子記録債権を抽出し、入金予定情報として作成し、ダウンロード

することができます。 

 利用者ご自身が債務者である電子記録債権を抽出し、支払予定情報として作成し、ダウンロード

することができます。 

 受取債権情報・入金予定情報・支払予定情報は、帳票（ＰＤＦ）・ＣＳＶ・固定長形式でダウンロード

できます。 

 固定長形式でダウンロードする場合、受取債権情報は共通フォーマット・配信１形式ファイルで、 

入金予定・支払予定情報は開示結果ファイル（配信２形式）で還元します。 

 ご注意事項 

「債権情報（受取債権/入金予定/支払予定）の照会」機能を利用する場合は、「債権照会（開示）」の業務

権限を設定してください。P46『権限の設定』 
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2－1． 受取債権情報作成画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受取債権の検索条件、および固定長フ

ァイルの出力形式を指定します。 

 

全て表示ボタンをクリックすると、詳細

な検索条件を指定し、検索をすることが

できます。 
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2－2． 受取債権情報作成画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力項目一覧表 

 検索条件 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

① 出力対象の通知 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

② 
取消／不成立の通

知 
－ 必須 ラジオボタンにて選択する。 

③ 抽出範囲 － 必須 

ラジオボタンにて選択する。 

「前回出力以降の通知を出力」を選択した場合は、「出

力した通知を「出力済み」扱いとする。」チェックボック

スを選択する。 

④ 取扱日 （YYYY/MM/DD） 任意 入力例＝「2016/05/06」 

⑤ 記録番号 半角英数字(20) 任意 
入力例＝「ABC45678901234567890」 

英字については大文字のみ入力可能。 

⑥ 請求者 Ref.No. 半角英数字（40） 任意 

お客様とお取引先とで請求を管理するためのフリー入

力欄。注文書番号や請求書番号の入力が可能。 

英字については大文字のみ入力可能。 

記号については . ( ) - のみ入力可能。 

⑦ 業務名 － 任意 プルダウンにて選択する。 

⑧ 支店コード 半角数字（3） 任意 入力例＝「012」 

⑨ 支店名 全角文字（15） 任意 入力例＝「東京支店」 

⑩ 口座種別 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

⑪ 口座番号 半角数字（7） 任意 入力例＝「0123456」 

 固定長ファイルの出力形式 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑫ 文字コード － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

⑬ 改行コード － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

⑩ 
⑨ 

⑪ 

⑦ 

⑧ 

③ 

① 

④ 

② 

⑤ 

⑥ 

⑫ 

⑬ 

 
①出力対象の通知 

②取消／不成立の通知 

③抽出範囲 

で検索対象とする通知を

選択してください。 

 

照会したい取引の 

④取扱日 

を入力してください。 

 

【検索結果を絞り込む場合】 

検索条件の 

⑤記録番号 

⑥請求者Ref.No.  

⑦業務名 

を入力してください。 

作成する固定長（共通フォーマ

ット形式）ファイルの 

⑫文字コード 

⑬改行コード 

を選択してください。 

 

ファイル／帳票作成ボタンを

クリックしてください。 

 

決済口座選択ボタンをク

リックし、取引に利用する

決済口座を選択すると⑧

～⑪が表示されます。 

P19『決済口座選択』 
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3. 受取債権情報_作成条件入力完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受取債権情報作成の条件入力は完了となります。 

受取債権情報の確認は、受取債権情報_作成結果詳細画面 

からダウンロードしてください。 

受取債権情報のダウンロード手順については、 

P278『受取債権情報のダウンロード手順』 
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 ログイン後、トップ画面の債権情報照会タブをクリックしてください。 

1. 債権情報照会メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成結果のダウンロードボタンをクリ
ックしてください。 

受取債権情報のダウンロード手順 
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2． 受取債権情報_作成結果一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受取債権情報の作成結果を確認します。 

検索条件の 

①作成依頼日（任意） 

（ＹＹＹＹ/ＭＭ/ＤＤ） 

②作成依頼番号（任意） 

（半角数字 18 文字） 

③ダウンロード（任意） 

を入力してください。 

 

検索ボタンをクリックすると、検索結果を一覧

表示します。 

 

② 

① 

③ 

受取債権情報ダウンロードの完了となります。 

 

 

詳細ボタンをクリックすると、対象の受取債権

情報の作成結果を別ウィンドウで表示します。 

 

受取債権情報をファイル（配信 1 形式）

でダウンロードすることができます。 

ダウンロード（共通フォーマット形式）

ボタンをクリックしてください。 

クリックすると、ファイルのダウンロード

をポップアップ表示します。 

ファイルフォーマットの詳細について

は、 

 付録 P49『共通フォーマット・配信 1

形式ファイル』 

 

受取債権情報をファイル（ＣＳＶ形式）

でダウンロードすることができます。 

ダウンロード（ＣＳＶ形式）ボタンをクリ

ックしてください。 

クリックすると、ファイルのダウンロード

をポップアップ表示します。 

ファイルフォーマットの詳細について

は、 

 付録P64『受取債権情報ファイル（Ｃ

ＳＶ形式）』 

 

受取債権情報をＰＤＦ帳票で

ダウンロードすることができ

ます。 

受取債権一覧印刷ボタンを

クリックしてください。 

クリックすると、帳票のダウン

ロードをポップアップ表示しま

す。 
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 ログイン後、トップ画面の債権情報照会タブをクリックしてください。 

1． 債権情報照会メニュー画面 

 

  

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 入金予定情報作成画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ご注意事項 
入金予定情報に計上する債権は、作成時点で記録済みの債権が対象となります。予約中の発生記録請
求、および予約中の譲渡（分割）記録請求は対象外となります。 
また、口座間送金決済以外で弁済・入金がなされる債権についても、入金予定情報の計上対象外となりま
す。（例：電子記録保証人による弁済、割引による入金） 

 

 

入金予定情報の作成ボタンをクリック

してください。 

入金予定情報の作成手順 

 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

④ 

① 

② 

③ 

①決済予定日※１ 

（YYYY/MM/DD） 

②開示単位※２ 

で検索対象とする情報を指

定してください。 

作成する固定長ファイルの 

⑥文字コード 

⑦改行コード 

を選択してください。 

 

ファイル／帳票作成ボタンをクリックしてください。 

入金予定情報の検索条

件、および固定長ファイル

の出力形式を指定します。 

③支店コード 

④口座種別 

⑤口座番号 

を入力し、入金予定情報の作

成対象となる決済口座を指定

してください。 

 

決済口座選択ボタンをク

リックし、入金予定情報の

作成対象となる決済口座

を選択すると③～⑤が表

示されます。 

P19『決済口座選択』 
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3． 入金予定情報_作成条件入力完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入金予定情報作成の条件入力は完了となります。 

入金予定情報の確認は、入金予定情報_作成結果詳細画面 

からダウンロードしてください。 

入金予定情報のダウンロード手順については、 

P282『入金予定情報のダウンロード手順』 

続けて作成する場合は、戻るボタンをクリックしてください。 

 P280 2．入金予定情報作成画面に遷移するので、同様の手順

で作成を行ってください。 
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 ログイン後、トップ画面の債権情報照会タブをクリックしてください。 

1． 債権情報照会メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成結果のダウンロードボタンをクリ
ックしてください。 

入金予定情報のダウンロード手順 
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2． 入金予定情報_作成結果一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入金予定情報の作成結果を確認します。 

検索条件の 

①作成依頼日（任意） 

（ＹＹＹＹ/ＭＭ/ＤＤ） 

②請求番号（任意） 

（半角英数字 20 文字）※1 

③ダウンロード（任意） 

を入力してください。 

※1 ：英字については大文字のみ入力可能で

す。 

 

検索ボタンをクリックすると、検索結果を一覧

表示します。 

 

② 

① 

③ 

入金予定情報ダウンロードの完了となります。 

 

 

詳細ボタンをクリックすると、対象の受取債権

情報の作成結果を別ウィンドウで表示します。 

 

入金予定情報を帳票でダウンロ

ードすることができます。 

入金予定表印刷ボタンをクリッ

クしてください。 

クリックすると、帳票のダウンロ

ードをポップアップ表示します。 

 

入金予定の明細一覧を帳票で

ダウンロードすることができま

す。 

入金予定明細一覧印刷ボタン

をクリックしてください。 

クリックすると、帳票のダウンロ

ードをポップアップ表示します。 

 

入金予定情報をファイル（ＣＳＶ形

式）でダウンロードすることができ

ます。 

ダウンロード（ＣＳＶ形式）ボタンを

クリックしてください。 

クリックすると、ファイルのダウンロ

ードをポップアップ表示します。フ

ァイルフォーマットの詳細について

は、 

 付録 P66『入金予定ファイル（Ｃ

ＳＶ形式）』 

 

入金予定情報を開示結果ファイル（共

通フォーマット形式）でダウンロードす

ることができます。 

ダウンロード（共通フォーマット形式）

ボタンをクリックしてください。 

クリックすると、ファイルのダウンロード

をポップアップ表示します。 

ファイルフォーマットの詳細について

は、 

付録P38『開示結果ファイル（共通フ

ォーマット形式）』 
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 ログイン後、トップ画面の債権情報照会タブをクリックしてください。 

1． 債権情報照会メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 支払予定情報作成画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支払予定情報の作成ボタンをクリックし

てください。 

支払予定情報の作成手順 

 

 ご注意事項 
支払予定情報に計上する債権は、作成時点で記録済みの債権が対象となります。予約中の発生記録請
求は対象外となります。 
また、口座間送金決済以外で弁済・支払がなされる債権についても、支払予定情報の計上対象外となりま
す。（例：電子記録保証人に対する弁済、電子記録保証債務に関する支払） 

支払予定情報を作成後、支払予定が確定するまでに、債権の異動や金額変更等が発生する可能性があ
ります。確定した支払予定は、決済日の２営業日前に通知される決済情報通知にてご確認ください。 
P152『支払期日と決済』 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

④ 

① 

② 

③ 

①決済予定日 

（YYYY/MM/DD） 

②開示単位 

で検索対象とする情報を

指定してください。 

作成する固定長ファイルの 

⑥文字コード 

⑦改行コード 

を選択してください。 

 

ファイル／帳票作成ボタンをクリックしてください。 

支払予定情報の検索条件、

および固定長ファイルの出

力形式を指定します。 

③支店コード 

④口座種別 

⑤口座番号 

を入力し、支払予定情報の作

成対象となる決済口座を指定

してください。 

 

決済口座選択ボタンをク

リックし、支払予定情報の

作成対象となる決済口座

を選択すると③～⑤が表

示されます。 

P19『決済口座選択』 
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3． 支払予定情報_作成条件入力完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支払予定情報作成の条件入力は完了となります。 

支払予定情報の確認は、支払予定情報_作成結果詳細画面 

からダウンロードしてください。 

支払予定情報のダウンロード手順については、 

P285『支払予定情報のダウンロード手順』 

続けて作成する場合は、戻るボタンをクリックしてください。 

 P284 2．支払予定情報作成画面に遷移するので、同様の手順

で作成を行ってください。 
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 ログイン後、トップ画面の債権情報照会タブをクリックしてください。 

1． 債権情報照会メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成結果のダウンロードボタンをクリッ

クしてください。 

支払予定情報のダウンロード手順 
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2． 支払予定情報_作成結果一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支払予定情報の作成結果を確認します。 

 

検索ボタンをクリックすると、検索結果を一覧

表示します。 

 

② 

① 

③ 

 

詳細ボタンをクリックすると、対象の受取債権

情報の作成結果を別ウィンドウで表示します。 

支払予定情報ダウンロードの完了となります。 

 

検索条件の 

①作成依頼日（任意） 

（ＹＹＹＹ/ＭＭ/ＤＤ） 

②請求番号（任意） 

（半角英数字 20 文字）※1 

③ダウンロード（任意） 

を入力してください。 

※1 ：英字については大文字のみ入力可能で

す。 

 

支払予定情報を開示結果ファイル（共

通フォーマット形式）でダウンロードす

ることができます。 

ダウンロード（共通フォーマット形式）

ボタンをクリックしてください。 

クリックすると、ファイルのダウンロード

をポップアップ表示します。 

ファイルフォーマットの詳細について

は、 

 付録 P38『開示結果ファイル（共通

フォーマット形式）』 

 

支払予定の明細一覧を帳票で

ダウンロードすることができま

す。 

支払予定明細一覧印刷ボタン

をクリックしてください。 

クリックすると、帳票のダウンロ

ードをポップアップ表示します。 

 

支払予定情報をファイル（ＣＳＶ形

式）でダウンロードすることができ

ます。 

ダウンロード（ＣＳＶ形式）ボタンを

クリックしてください。 

クリックすると、ファイルのダウンロ

ードをポップアップ表示します。フ

ァイルフォーマットの詳細について

は、 

 付録 P68『支払予定ファイル（Ｃ

ＳＶ形式）』 

 

支払予定情報を帳票でダウンロ

ードすることができます。 

支払予定表印刷ボタンをクリッ

クしてください。 

クリックすると、帳票のダウンロ

ードをポップアップ表示します。 
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 特殊な通知情報についての一覧を以下に示します。 

 通知情報（異例） 

種類 通知情報一覧のタイトル 通知内容 

支払不能登録 支払不能債権登録結果通知結果 支払不能債権確定の内容通知 

強制執行(電子記録禁止） 

強制執行等記録通知 強制執行記録の内容通知 

強制執行等記録削除通知 強制執行記録削除の内容通知 

強制執行等記録一部取消通知 強制執行記録一部取消の内容通知 

強制執行(譲渡命令等） 

強制執行変更記録通知 強制執行変更記録の内容通知 

強制執行譲渡記録予約取消通知 強制執行譲渡記録予約取消の内容通知 

強制執行分割記録予約取消通知 強制執行分割記録予約取消の内容通知 

強制執行（支払等記録） 強制執行支払等記録通知 強制執行支払等記録の内容通知 

異議申立（登録） 

異議申立通知 異議申立の内容通知 

異議申立種別変更通知 異議申立種別変更の内容通知 

異議申立（取消） 

異議申立取消通知 異議申立取消の内容通知 

異議申立取消通知（記録機関） 異議申立取消通知（記録機関）受付の内容通知 

処分審査 異議申立通知(処分審査) 異議申立(処分審査)の内容通知 

企業ユーザ管理 

企業ユーザ変更 

ロックアウト通知（ロックアウトとなった企業管理

ユーザ以外の企業管理ユーザ） 

ロックアウト通知（ロックアウトとなった企業管理

ユーザ） 

企業ユーザ承認パスワード変更 

ロックアウト通知（ロックアウトとなった企業管理

ユーザ以外の企業管理ユーザ） 

パスワード強制変更でロックアウトした場合にも

ロックアウトした旨を通知する。 

ロックアウト通知（ロックアウトとなった企業ユー

ザ） 

パスワード強制変更でロックアウトした場合にも

ロックアウトした旨を通知する。 

利用停止・利用制限 

相続時利用停止通知 相続時利用停止の内容通知 

相続時利用停止解除通知 相続時利用停止解除の内容通知 

相続時利用停止結果通知 相続時利用停止結果の内容通知 

相続時利用停止解除結果通知 相続時利用停止解除結果の内容通知 

 

通通知知情情報報（（異異例例））  
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 トップ画面の承諾待ち一覧ボタンをクリックしてください。 

（例として債権発生請求（債権者請求）の仮登録を承認する流れをご説明します。） 

1. トップ画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 概要 

 承諾が必要な請求がある場合、被請求者あてに承諾依頼通知が通知されます。 

 承諾依頼に対して、承諾を行うことで請求の成立となります。否認を行った場合、請求は不成立と

なります。 

 承諾待ち一覧から、担当者が承諾仮登録や否認仮登録を行います。承認者が仮登録を承認する

ことで完了します。 

 承諾依頼通知の受領後から記録予定日の 5 銀行営業日後（記録予定日当日含む）までの間に承

諾を行うことができます。また、請求内容について異議がある場合は、同一期間内に否認すること

もできます。 

 否認した場合、または否認も承諾もせずに記録予定日から 5 銀行営業日（記録予定日当日含む）

が経過した場合、請求は成立しません。 

 承諾が必要な請求は「債権発生請求（債権者請求）」「変更記録」「保証記録」「支払等記録（支払

を行ったことによる記録請求）」です。 

承承諾諾／／否否認認のの手手順順  

 

未承諾の一覧を表示するため、 

承諾待ち一覧ボタンをクリックしてくだ

さい。 
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2. 承諾待ち一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
② 

③ 
④ 
⑤ 

検索条件を指定し、目的の承諾対象を

検索する場合は、承諾待ち一覧検索条

件の 

①記録番号（任意） 
②請求種別（任意） 
を入力してください。 

 

検索条件を指定し、目的の承諾対象を

検索する場合は、決済口座選択ボタン

をクリックし、 

取引に利用する決済口座を選択すると

③～⑤が表示されます。 

P19『決済口座選択』 

 

承諾または否認を行う取引の 

選択ボタンをクリックしてください。 

 

検索ボタンをクリックすると、検索結果

を一覧表示します。 

承諾または否認する請求を選択しま

す。 

検索条件を指定し、目的の承諾対象を

検索することもできます。 

ヒント 

検索機能やソート機能を利用することで

絞込みや一覧表示の並び替えが可能と

なります。 

手順はP16『共通機能』 
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3. 発生記録（債権者）請求諾否回答仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

承諾の場合 

P292 4 画面 

否認の場合 

P293 6 画面 

 

【否認をする場合】 

否認の確認へ（仮登録）ボタンをクリッ
クしてください。 

② 

 

【企業情報変更画面の「承認管理機能

の利用」で「利用する」、「承認機能区分

（発生）」で「承認者指定あり」を選択して

いる場合】 

承認者選択ボタンをクリックし、①承認
者を選択してください。 

P33『承認者選択』 

 

【承諾をする場合】 

承諾の確認へ（仮登録）ボタンをクリッ
クしてください。 

ご注意事項 
※１： 承認者情報の表示内容は、企業情報変更画面の「承認管理機能」「承認機能区分（業務単位）」の設定により

異なります。（表示されない場合もあります。）P33『承認者選択』 

 

担当者へ連絡事項等がある場合は、 

②コメント（任意）（全半角 250 文字以
内）を入力してください。 

※１ 
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【承諾をする場合】 

4. 発生記録（債権者）請求承諾仮登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 発生記録（債権者）請求承諾仮登録完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

承諾の実行（仮登録）ボタンをクリック
してください。 

 仮登録の完了となります。 

※承諾の完了は承認者の承認が完了した時点となります。 

 承認者の手順については、P171『承認／差戻しの手順』 

 

 

入力内容に問題がなければ、 

チェックボックスにチェックを入れてくだ
さい。 

チェックを入れていない場合、承諾の実

行はできません。 

 

 

印刷ボタンをクリックし、帳票を印刷し

てください。 

印刷した帳票を承認者へ提出し、仮登

録内容の承認を依頼してください。 

P28『印刷機能』 
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【否認をする場合】 

6. 発生記録（債権者）請求否認仮登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 発生記録（債権者）請求否認仮登録完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印刷ボタンをクリックし、帳票を印刷し

てください。 

印刷した帳票を承認者へ提出し、仮登

録内容の承認を依頼してください。 

P28『印刷機能』 

 仮登録の完了となります。 

※否認の完了は承認者の承認が完了した時点となります。 

 承認者の手順については、P171『承認／差戻しの手順』 

 

 

 

入力内容に問題がなければ、 

チェックボックスにチェックを入れてくだ
さい。 

チェックを入れていない場合、否認の実

行はできません。 

 

 

否認の実行（仮登録）ボタンをクリック
してください。 
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 ログイン後、トップ画面の管理業務タブをクリックしてください。 

1． 管理業務メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 企業情報管理メニュー画面 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 概要 

 マスターユーザは同一ユーザによる仮登録／承認の抑止機能、承認管理機能、複数発生記録請

求（画面入力）機能、および複数譲渡記録請求（画面入力）機能の利用有無、ならびに承認機能

区分、当方負担手数料、先方負担手数料の設定ができます 

企企業業情情報報変変更更のの手手順順  

 

変更ボタンをクリックしてください。 

 

企業情報管理ボタンをクリックしてくだ

さい。 



295 

 

3． 企業情報変更画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同一ユーザによる仮登録／承認の抑止

機能の利用有無を選択してください。※1 

【「同一ユーザによる仮登録/承認の抑

止機能の利用」で「利用する」を選択し

た場合】 

承認管理機能の利用有無を選択してく

ださい。 

① 

② 

③ 

④ 
⑤ 

⑥ 
⑦ 

⑧ 

⑨ 
複数発生記録請求（画面入力）機能の

利用有無、および複数譲渡記録請求

（画面入力）機能の利用有無を選択して

ください。 

 

 

変更内容の確認へボタンをクリックし

てください。 

【「承認管理機能の利用」で「利用する」

を選択した場合】 

下記項目の承認機能区分を選択してく

ださい。 

①発生 

②譲渡・分割 

③一括 

④割引 

⑤譲渡担保 

⑥変更 

⑦保証 

⑧支払等 

⑨指定許可 

※１ 

※２ 

 

【「変更予定」の手数料情報を新たに設

定する場合】 

追加ボタンをクリックしてください。 

必要に応じて、発生記録（債務者請求）

における当方負担手数料および先方負

担手数料を設定してください。※２ 

 

【「変更予定」として設定した手数料情報

を削除する場合】 

削除ボタンをクリックしてください。 

 

【「適用中」または「変更予定」の手数料 

情報を変更する場合】 

変更ボタンをクリックしてください。 
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承認機能区分 

承認機能区分 承認フローの概要 

シングル承認（承認者指定なし） 

【通常の承認フロー】 

担当者が仮登録を行った場合、権限を持つすべての承認者に承認依頼が行われます。そのう

ちの１名の承認者が承認することにより、記録請求等が完了します。 

シングル承認（承認者指定あり） 担当者が仮登録を行う場合、権限を持つ１名の承認者を指定して、承認依頼を行います。指定

された１名の承認者が承認することにより、記録請求等が完了します。 

ダブル承認（順序なし） 担当者が仮登録を行う場合、権限を持つ２名の承認者を指定して、承認依頼を行います。指定

された承認者が２名とも承認することにより、記録請求等が完了します。 

（２番目の承認者（最終承認者）が請求を差戻した場合、担当者へ差戻されます。） 

ダブル承認（順序あり） 担当者が仮登録を行う場合、権限を持つ一次承認者および最終承認者（計２名）を指定して、

承認依頼を行います。 

一次承認者が承認した後、最終承認者が承認することにより、記録請求等が完了します。 

（最終承認者が請求を差戻した場合、担当者へ差戻されます。） 

 

 

先方負担手数料・当方負担手数料 

区 分 概 要 

先方負担手数料 発生記録（債務者請求方式）について、当該記録請求に係る記録手数料を実質的に先方負担

（債権者負担）とする場合は、仮登録画面で、手数料負担を「先方負担（登録済み金額）」を選

択することにより、入力した「支払金額」から、企業情報変更画面で設定した「先方負担手数料」

を差し引いた金額を「債権金額」とする記録請求を行うことができます。 

（仮登録完了時点の手数料情報をもとに、「債権金額」を算出します。） 

手数料負担を「先方負担（登録済み金額）」として、発生記録（債務者請求方式）の請求を行う

場合は、あらかじめ、企業情報変更画面で「先方負担手数料」（税込金額）を正しく設定してくだ

さい。 

当方負担手数料 発生記録（債務者請求方式）に関する各種画面において、企業情報変更画面で設定した「当方

負担手数料」が「記録手数料」（参考情報）として表示されます。 

画面に表示される「記録手数料」が、実際にお支払いになる記録手数料と異なる場合は、企業

情報変更画面にて「当方負担手数料」（税込金額）を修正してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ご注意事項 
※１： 「同一ユーザによる仮登録/承認の抑止機能の利用」で「利用する」を選択した場合は、仮登録を行った別のユ

ーザが承認を行う必要があります。同一ユーザが仮登録と承認の両方を行うことはできません。 

※２： 「当方負担手数料」および「先方負担手数料」は、利用区分「債務者利用」を指定されている場合のみ表示されま

す。 

「適用中」の手数料情報を変更した場合は、変更完了後、変更後の手数料情報が即時に適用されます。 

追加 

ボタン押下時 

P297 3-1 画面 

変更 

ボタン押下時 

P298 3-2 画面 

変更内容の確認へ 

ボタン押下時 

P300 4 画面 

削除 

ボタン押下時 

P299 3-3 画面 



297 

 

 

3-1．手数料追加画面 

【「変更予定」の手数料情報を新たに設定する場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

反映 

ボタン押下時 

P295 3 画面 

前画面で選択した手数料に対し

て、手数料情報を追加します。 

ここでは、「当方負担手数料（変

更予定）」を選択したケースを例

に、説明します 

 

【②基準手数料に「使用しない（個

別に登録した手数料を使用する）」

を選択した場合】 

基準手数料読込ボタンをクリック

すると、現在適用中の金融機関基

準手数料を③手数料（円）※１に入

力します。 

③手数料（円） 

を入力してください。 

 

反映ボタンをクリックしてください。 

手数料情報の 

①適用開始日（YYYY/MM/DD） 

②基準手数料 

を入力してください。 
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3-2．手数料変更画面 

【「適用中」の手数料情報を変更する場合】 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「変更予定」の手数料情報を変更する場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

反映 

ボタン押下時 

P295 3 画面 

前画面で選択した手数料に対し

て、手数料情報を変更します。 

ここでは、「先方負担手数料（適

用中）」を選択したケースを例に、

説明します 

手数料情報の 

①基準手数料 

を選択してください。 

 

【①基準手数料に「使用しない（個

別に登録した手数料を使用する）」

を選択した場合】 

基準手数料読込ボタンをクリック

すると、現在適用中の金融機関基

準手数料を②手数料（円）に入力

します。 

②手数料（円） 

を入力してください。 

 

反映ボタンをクリックしてください。 

前画面で選択した手数料に対し

て、手数料情報を変更します。 

ここでは、「先方負担手数料（適

用中）」を選択したケースを例に、

説明します 

① 

② 

手数料情報の 

①適用開始日 

②基準手数料 

を選択してください。 

 

【②基準手数料に「使用しない（個

別に登録した手数料を使用する）」

を選択した場合】 

基準手数料読込ボタンをクリック

すると、現在適用中の金融機関基

準手数料を③手数料（円）に入力

します。 

③手数料（円） 

を入力してください。 

 

反映ボタンをクリックしてください。 

③ 
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3-3．手数料削除画面 

【「変更予定」として設定した手数料情報を削除する場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

反映ボタンをクリックしてください。 

反映 

ボタン押下時 

P295 3 画面 

前画面で選択した手数料に対し

て、手数料情報を削除します。 

ここでは、「先方負担手数料（変

更予定）」を選択したケースを例

に、説明します 
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4． 企業情報変更確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容を確認し、企業情報の変更を実行

します。 

 

①承認パスワードを確認し、 

変更の実行ボタンをクリックしてくださ

い。 

 

①承認パスワード《6 桁～12 桁》を入
力してください。 

① 
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5． 企業情報変更完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 企業情報変更の完了となります。 
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 トップ画面の発行予定を確認ボタンをクリックしてください。 

1. トップ画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 概要 

 翌日～1 か月先の間に基準日を迎える残高証明書が存在する場合、利用者が残高証明書発行予

定の照会を行うことができます。 

 残高証明書発行予定の照会は利用者情報照会の業務権限を持つユーザが行うことが可能です。 

 事前準備 

 四半期末など定例的な残高証明書発行を希望される場合は、お取引店にお申し出ください。 

（書面によるお申込みが必要です。） 

残残高高証証明明書書発発行行予予定定確確認認のの手手順順  

残高証明書発行予定確認の完了となります。 

 

※１ 

※２ 

 

【翌日から１か月先の間に基準日を迎え

る残高証明書が存在する場合】 
 
発行予定を確認ボタンをクリックする

と、残高証明書発行予定を別ウィンドウ

で表示します。 
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ご注意事項 
※１： 翌日から１か月先の間に基準日を迎える残高証明書が存在する場合、トップ画面に残高証

明書の発行についてのご案内が表示されます。 

※２： 残高証明書発行予定では、口座権限を保有する口座の属するアカウントおよび口座の情報

に基づき、残高証明書発行予定を表示します。 

ただし、口座情報には、照会時点で有効なアカウント配下の口座のうち、適用開始日時が

最も古い 1件のみを表示します。 

明細を確認して、基準日や住所が誤っていた場合、お取引店にお申し出ください。 

なお、利用者変更で記録住所変更の予約を行っている場合、基準日時点で有効な記録住所

を表示します。 


